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履修学年 

 

３ 年 

 

履修コース 

 

特進選抜 

 

履修条件 

 

 必 修 

 

単位数 

 

５ 

 

教 科 

 

 英   語 

 

科  目 

 

READING 

 

教科書 

副教材 

 

 CROWN ENGLISH READING New Edition（三省堂）  

『UPLIFT英語長文読解入試標準、記述型』（Ｚ会）、『速読英単語必修編』（Ｚ会） 

 『基礎からの英語構文９０』（第一学習社）、 

 『チャート式デュアルスコープ総合英語』（数研出版） 

『Next Stage英文法・語法問題』（桐原書店） 

 
 

学

期 

 

月 

 

授業計画 

 

到達目標(定期試験範囲) 

 
 
 

１ 

 
 

 

学 

 
 

 

 

４ 

  
  
  
  

 ５ 

  
 
 

 

６ 

 
 
 
 
 
 
 

７ 

 

 Reading Skill 

 

 Lesson１ 

 Stay Hungry, Stay Foolish ［スピーチ］(861words) 

 

 Lesson２ 

 The Moon Illusion［論説文］(925) 

 

 Short Story１ 

 The Pillow［小説］(518) 

 

 Lesson３ 

 Papalagi Never Have Enough Time［エッセイ］ 

 (831) 

 

 Lesson４ 

 Bridge over Troubled Water［論説文］(842) 

 

 Rapid Reading１ 

 

 《１学期…長文読解二次対策》 

 

中間試験5月２６日(火)～２８日（木） 

＊到達目標 読解の方法を整理し      

て身につける 

 試験範囲 Lesson１～SS１ 

 
 

［5月2日全統ﾏｰｸ模試］ 

［5月30日進研ﾏｰｸ模試］ 

 

期末試験７月１日（水）～３日（金）＊

到達目標 いろいろなジャンルの 

           英文に慣れる 

  試験範囲 Lesson ３～RP1 

 

［6月10日進研マーク模試］ 

［6月14日英検一次］ 

［7月11日進研記述模試］ 



 

 All Those Noughts［小説］(1048) 

 

 Lesson５ 

 In Search of Robinson Crusoe［雑誌記事］(847) 

 

 

夏

休

み 

 
 

８ 

 

 ＊センター試験対策 

 

 Lesson６ 

 The Grameen Bank［エッセイ］(1255) 

 

 《夏休み…センター試験対策》 

＊目標 速読で概要をつかむ 

［7月18日ＧＴＥＣ］ 

［8月1日全統マーク模試］ 

 
 
 
 
 
 

２ 

 
 

学 

 
 
 
 

期 

 
 
 
 

９ 

 
 
 
 

10 

 
 
 
 

11 

 
 
 
 

12 

 

 Short Story２ 

 The Little Prince［小説］(499) 

 

 Lesson７ 

 This Is Not a Pipe［論説文］(920) 

 

 Lesson８ 

 The First Mission to America［エッセイ］(1032) 

 

 Lesson９ 

 Learning to Live with Elephants［新聞記事］(1046) 

 

 Lesson１０ 

 Losing Battle after Battle［論説文］(1082) 

 

 Short Story３ 

 Revenge［小説］(528) 

 

 Lesson１１ 

 

《２学期…二次→センター試験対策》 

 

中間試験10月７日(水)～９日（金） 

＊到達目標 正確に読みとる 

 試験範囲 Lesson ６～９ 

 
 
 
 

［8月29日全統記述模試］ 

［9月19日共催マーク模試］ 

 

期末試験12月７日(月)～９日（水） 

＊到達目標 要約が出来る 

 試験範囲 Lesson １０～１２  

 
 
 
 

［10月17日共催記述模試］ 

［10月24日全統記述模試］ 



 

 Plenty of Room at the Bottom［論説文］(1155) 

 

 Lesson１２ 

 “I Have a Dream”- Martin Luther King, Jr. - 

［スピーチ］(1942) 

［11月7日共催マーク模試］ 

［11月21日代ｾﾞﾐセンタープレ］ 

［12月5日代ｾﾞﾐ全国記述模試］ 

 
 

 ＊速読演習 
 

 
 

学

期 

 

月 

 

授業計画 

 

到達目標(定期試験範囲) 

 

３ 

学 

期 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

 ＊センター試験直前対策 

［1月16・17日大学入試センター試験］ 

 ＊国公私立個別試験対策授業 

 

 ＊国公私立個別試験対策授業 

 

 《３学期…センター→二次対策》 

 

学年末試験１月２７日（水）～２９日

（金） 

＊到達目標 制限時間内で読み取る 

 
 

学習上のアドバイス 

 

  ・日本語の本を読むときのように、全体をスピーディーに読んでいきながら、重要な個所や難解な部 

  分だけを必要に応じて速度を緩め丁寧に読む（change of pace）、これが出来るようになること 

  を目標に、英文を読む力をつけましょう。 

  精読から速読へつなげることを念頭に、次のように英文を読み進めてみましょう。 

         ①辞書はなるべく使わず３０分程度で分析的に読む（予習）  

                 ②和訳や解説等を参考にして辞書も引きながら正確に読む（復習） 

                 ③少し時間を空けて再び読む（再復習＝読解力養成） 

 

《 The most important thing in communication is to hear what isn't being said.》 

 

評価の観点および方法 



 

 

  ＊評価の観点  ①コミュニケーションへの関心・意欲・態度  ②表現の能力 

                  ③理解の能力   ④言語や文化についての知識・理解           

  ＊評価の方法  ・定期試験及び小テストの結果に見られる継続的な努力の姿勢 

          ・課題の完成度とオリジナリティ 

          ・授業等に於いて積極的にコミュニケーションを取ろうとする姿勢  

 

推薦参考書・問題集等 

 

   学校で指定した副教材をやり切ることです。授業を土台として、学力を積み上げていくことが大切 

  です。記述の訓練としてＺ会の通信添削等をやることも実力養成に資すると思います。 

   なお、副教材については以下のように使用する予定でいますので、これを踏まえて各自で学習計 

  画を立てなさい。 

     ａ．『UPLIFT英語長文読解（入試標準）（記述型）』（Ｚ会） 

     →文全体の構造や論理展開を意識して英文を読む習慣を形成した上で、自分の考えを簡潔 

     にまとめることを最終的な目標にします。 

     ｂ．『速読英単語（必修編）』（Ｚ会） 

        →単語を発音しながら映像化する作業を繰り返す中でその単語の実感を作っていきましょう。 

     ｃ．『センター試験対策問題集』（河合出版） 

        →夏季休業の集中講義で取り組みます。正確に読む力を土台として速読を行います。 

 



履修学年 ３ 履修コース 履修条件 必 修 単位数 6・4・4I文・I理・Ⅱ類

教 科 英 語 科 目 英 語 Reading

教科書 POLESTAR Reading Course （数研出版）

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ ＊I類文系はクラスに応じて演習を行う。 中間試験 ５月２６日(火)～２８日(木)
<範囲・到達目標>

Lesson 1 ・フレーズリーディング
Alfred Nobel: ・推測・予測
A Person of Peace ・スキミング

１ <学習ポイント>
Lesson 2 ・パラグラフ構成の理解

５ Bollywood - Another Hollywood in India - ・英文の内容把握
・トピックセンテンスより内容を推測し

学 Lesson 3 読解
Name Other and Culture ・言い換え表現の注意
＊このLessonは読解に慣れるため精読は避ける。

６ 期末試験 ７月１日(水)～３日(金)
期 ［中間試験］ <範囲・到達目標>

Lesson ４ ・筆者の主張を理解する
Bob Marly ・広告文に関する把握

・スキャニング
Lesson ５ <学習ポイント>
Be a good Sport! ・筆者と自分の考えを比較し読む

７ ＊このLessonは読解に慣れるため精読は避ける。 ・広告文より情報を把握
・いろいろな英文広告を読む

Lesson ６ ・文章から必要な情報を読み取る。
Just Out of Curiosity ・パラグラフの展開パターンの把握
＊このLessonは読解に慣れるため精読は避ける。

［期末試験］

８ Lesson ７ 中間試験 １０月６日(火)～８日(木)
Sex and the Brain <範囲・到達目標>

・「整理」「要約」
・性別における脳について英文読解

９
２ <学習ポイント>

Lesson ８ ・英文で比較される物を理解しながら
Mattie Stepanek 読解
- Listen to Your "Heartsong - ・Summaryを書いてみる。

学 ＊このLessonは読解に慣れるため精読は避ける。 ・時間を表す表現の見極め、できごと
の順序、短時間でのストーリー把握

10
［中間試験］ 期末試験 １２月７日(月)～９日(水)

Lesson ９ <範囲・到達目標>
Public Attitude toward Science ・英文で述べているものの特徴を押さ

by Stephen Hawking える
・行動、情景などを描写した文章を読

11 む
Lesson １０
Tourists of a Different Kind <学習ポイント>

・key wordを手がかりに、特徴を押さ
える

・細かな内容ではなく大まかな内容を
12 Lesson １１ イメージしながら読む

Did the Chinese Discover America? ・出来事がどのような意義、意味を持
＊このLessonは読解に慣れるため精読は避ける。 ったのか把握

［期末試験］



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ Lesson １２ 学年末試験
Predicting Earthquakes ３年： １月２７日(水)～２９日(金)

1 2年： ３月３日(水)～５日(金)・
<範囲・到達目標>

[学年末試験] ・接続詞
３

２ <学習ポイント>
・内容を読みとる。
・地震原因についての文化差を知る。

学

期

３

学習上のアドバイス

『予習‐授業‐復習』このサイクルを徹底的に習慣化し、自主的・積極的に英語に取り組む必要がある。
教科書の文章読解、文法、単語、熟語などを身につけるとともに、大学入試に対応できる英文読解力を養
えるように応用力を培う。また、大学センター入試に向けての勉強に力を入れていき各大学の入試問題に
ついても研究していく。

評価の観点および方法

＜観点＞
１．英語への関心・意欲・態度 ２．表現の能力 ３．理解の能力
４．言語や文化についての知識・理解

＜方法＞
・定期試験（中間試験・期末試験） ・実力判定テスト ・単語テスト
・課題・宿題、その他の小テスト ・遅刻・欠課等の勤怠状況 ・授業態度

推薦参考書・問題集等

・英和中辞典
・和英中辞典
『速読英単語（入門編）』（ ）Z会出版
『デュアルスコープ総合英語』（数研出版株式会社）
『Next Stage 英文法・語法問題』（桐原書店）



履修学年 ３ 履修コース Ⅰ・II 類 必 修 単位数 ３

教 科 英 語 英語 WRITING

教科書 ＮＥＷ ＡＣＣＥＳＳ ＴＯ ＥＮＧＬＩＳＨ ＷＲＩＴＩＮＧ（ 開拓社 ）
副教材

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ Lesson１６ 中間試験 ５月２６日(火)～２８日(木)
Japan in the World <範囲・到達目標>
Lesson１７ (1)（主語it） (2) （Ｓ＋Ｖ＋Ｏ、Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｏ=目
Wearing a Kimono 的語の形に注意）
Lesson１８

１ ５ A Visit to Nikko <学習ポイント>
Lesson１９ ・天候・時間・距離・状況を表す文
The Influence of Video Games ・It～（for…）to…／that〔what／whether〕S+V

［中間試験］ ・Ｓ＋Ｖ＋Ｏ, Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｏ・目的語の動名詞とto
学 Lesson２０ 不定詞が違う意味を表す場合

１ ２６ Haiku, Mom's Hobby ・Ｓ＋Ｖ（＋Ｏ ）＋Ｏ

期 Lesson２１ 期末試験 ７月１日(水)～３日(金)
Kendo Matches <範囲・到達目標>

７ (1)（補語：to不定詞） (2)（補語：分詞）
Lesson２２ (3)（Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋(to)～）
Ryoanji Rock Garden

[期末試験] <学習ポイント>
Lesson２３ ・Ｃがto不定詞／動名詞：S+be+to～／～ing
Garbage Disposal Problems ・Ｃが節：S+be+that／what／why／whether S+V
（形容詞） ・Ｃが分詞：Ｓ＋Ｖ＋Ｃ／Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｃ

・Ｓ＋Ｖ[知覚・使役動詞]＋Ｏ＋Ｃ[原形]
・２つ以上の形容詞を並べる場合の語順

８ Lesson２４ 中間試験 １０月６日(火)～８日(木)
Make Our Society Safer <範囲・到達目標>

[スピーチコンテスト] (1)（副詞[句]） (2)（前置詞＋[代]名詞）
Lesson２５ (3)（to不定詞） (4)（分詞で始まる構文）
Declining Birthrate in Japan

２ Lesson２６ <学習ポイント>
９ International Friendship ・様態・場所・時を表す副詞

Lesson２７ ・形容詞句として用いられる前置詞＋(代)名詞
Hey Fever Season ・副詞句として用いられる前置詞＋(代)名詞

・to不定詞の形容詞用法,to不定詞の副詞用法
・目的を表すto不定詞,原因・理由を表すto不定詞

期 10 ［中間試験］ ・分詞構文の位置、意味
Lesson２８
Marina Was Born in the US 期末試験 １２月７日(月)～９日(水)

<範囲・到達目標>
Lesson２９ (1)（関係代名詞） (2)（関係副詞） (3)（接続詞）
Planes and Safety

11 Lesson３０ <学習ポイント>
Working Out in a Gym ・関係代名詞の格の理解,先行詞が人・人以外

・前置詞＋関係代名詞,関係代名詞の非制限用法
・関係副詞の使い分け,関係副詞の非制限用法

Lesson ３１ ・語・句・節＋and / but or ＋語・句・節
Japanese People and Religion ・「...であると私は思う」I think (that....２)

・比較級、最上級の用法
Lesson ３２ ・「..と同じくらい～」as 原級as ...

12 Expanding Roles of Robots ・「...より～」比較級＋than...
[期末試験] ・「...の中で最も～」(the+)最上級+of+複数名詞

/ in + 単数名詞



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ Lesson ３４ 学年末試験
Knowing World Trends ３年： １月２７日(水)～２９日(金)

1 2年： ３月３日(水)～５日(金)・
<範囲・到達目標>
(1)全否定 (2)部分否定

３
２

学 <学習ポイント>
・「すべてが/必ずしも～とは限らない」
not+every / all / both / always / quiteなど

[部分 否定]
期 ・「ほとんど～ない」few (数)、little(量・程度)

hardly, seldom
３

学習上のアドバイス

・勉強は必ず辞書を使い、わからない単語を調べるとともに辞書中の例文も覚える。
・英文の独特な表現に興味を持ってみる。
・英文を書くときに間違えを恐れず、まず書いてみる。
・授業で習った文章をいかして自分なりの文章を作ってみる。

評価の観点および方法

＜観点＞

・コミュニケーションへの関心・意欲・態度 ・表現の能力 ・理解の能力
・言語や文化についての知識・理解

＜方法＞

（１）定期試験（中間試験・期末試験）
（２）各レッスンごとの小テスト
（３）スピーチコンテスト（２学期）
（４）課題・宿題・授業中の取り組み
（５）授業態度、遅刻・欠席等の勤怠状況

推薦参考書・問題集等

・英和中辞典
・和英中辞典
『デュアルスコープ総合英語』（数研出版株式会社）
『即戦ゼミ英語頻出問題総演習（大学入試頻出問題）』（桐原書店）
『NEXT STAGE (英文法・語法問題）』（桐原書店）



履修学年 ３年 履修コース 特進 選抜 履修条件 必修 単位数 ３/

教 科 国語 科 目 現代文

教科書 教科書 『現代文』（出版社 第一学習社）:
副教材 副教材 『学習課題集』『学習便覧』（以上、第一学習社） 『セレクト漢字』（桐原書店）

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 小説（一） 中間試験 月 日(火)～ 日(木)5 26 28
「棒」 <範囲・到達目標>
「ウサギ」 「棒」「ウサギ」

「この村で日本が一番」

１ <学習ポイント>
・比喩、象徴、暗示などの表現に注意

５ 評論（二） して読解力を深める。
「この村が日本で一番」 ・筆者の視点や方法を的確に把握す

学 「『共生』とは何か」 る。
・抽象的な概念を自己の問題としてと
らえる力を養う。
<学習ポイント>

期 評論（五）
６ 「テクノロジーとのつきあい方」 期末試験７月 日(水)～ 日(金)1 3

「癒しとしての死の哲学」 <範囲・到達目標>
「『共生』とは何か」
「テクノロジーとのつき合い方」
「癒しとしての死の哲学」

<学習ポイント>
７ センター試験対策 ・主題についての考察を通して、現代

社会を生きる自己のあり方を見つめ直
す。
・筆者の関心や問題意識を、自らの生
活と関連づけて受けとめ、現代社会を
生きる上での問題について考えを深
める。

８ センター試験対策 中間試験 月 日(水)～ 日(金)10 7 9
<範囲・到達目標>
「身体の個別性」
「目に見える制度と見えない制度」

２ ９ 評論（三） <学習ポイント>
「身体の個別性」 ・文章の論理展開を把握し、筆者の主
「目に見える制度と見えない制度」 張を的確に読み取る。

・自然で自明と思われているものが、
学 実はある制度やしかけの中で意図的

に作られていくものであることを認識す
小説（三） る。10
「七番目の男」

期 評論（四） 期末試験 月 日(月)～ 日(水)12 7 9
「天の自然詠・地の風景詠」 <範囲・到達目標>

「七番目の男」
「天の自然詠・地の風景詠」

評論（四） 「季語について」11
「季語について」
小説（二） <学習ポイント>
「舞姫」 ・小説の語りの枠組みについて、意識

的に理解する。
詩 ・論理的な文章の構成、論の展開を正
「足と心」「冬の日」「自然の背後に隠れて居る」 確に把握して、要旨を的確に理解す12
センター試験対策 る。



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ センター試験対策 学年末試験
私立大学・二次試験対策 １月 日(水)～ 日(木)27 28

<範囲・到達目標>
一年間の総まとめ

３
２

学 <学習ポイント>
一年で学習した内容をふまえて、セン
ター試験、私立大学、二次試験に対
応できる読解力を身につける。

期

３

学習上のアドバイス

現代文は、２年生で学んだ内容を更に発展、深化させたものです。評論文などを中心にした「論理的な
文章」と小説などを中心にした「文学的な文章」の大きな二つの柱の分野を学習します。 学習の中で中
心になるのは、主旨・主題の把握になります。つまり、「この文章は何について書かれているのかをしっかり
読みとる。」ことです。現代社会を取り巻く様々な問題を読みとる力を身につけます。そのためにも、私たち
が様々な事がらを理解し、そのことに問題意識を持てるようなり、積極的に考えていける内容を学習してい
きます。そのためにも、読解に必要と思われる、漢字や語句の意味といった基本的なことも積極的に進めて
いくために、副教材などを使用しながら、語彙力を高める学習を進めていきます。 また、読解した文章を
通じて、意見文、感想文などで表現力を高めていきたいと考えています。これらをさらに自分自身の考えと
照らし合わせ、自分自身の考え方を深化させる学習を進めていきます。さまざまな文章や表現形式に触れ
ることで、自分の考えを自分の言葉として表現する方法を見つけることも可能だと思われます。
現代文の学習の基本は、本文を何度も繰り返し読むことに尽きます。
・読解力を身につけるためには、常に辞書を活用しましょう。
・様々な文章に触れる機会が必要なので、様々なジャンルの本を積極的に読んでみましょう。
・予習・復習を必ずやり、副教材なども積極的に活用していきましょう。
・テキストを使い、自分の言葉で文章を書くために、工夫を考えましょう。

評価の観点および方法

( )定期試験(中間試験・期末試験）、実力試験の到達度1
( )宿題等、提出物の達成度2
( )授業遅刻・早退・欠課等の勤怠状況3
( )授業態度4
以上 項目について総合的に判断し、評価する。4

推薦参考書・問題集等

・「出口のセンター現代文講義の実況中継」（語学春秋社）
・「船口の最強の現代文」１・２（学研）
・「現代文キーワード読解」（Ｚ会）
・「〈読〉と〈解〉のストラテジー」（代々木ライブラリ）
・「得点奪取・現代文記述対策」（河合出版）
・「きめる！センター国語（現代文）」（学研）



学期 月

第Ⅱ章 中間試験　５月２６日（火）～２８日（木）
４ 評論（一） ＜範囲・到達目標＞

「未来世代への責任」 範囲：「未来世代への責任」「棒」「ウサギ」
到達目標：筆者の視点や方法を的確に把握する。

小説（一） 小説のさまざまなスタイルに触れ、読解力を深める。
「棒」 比喩・象徴・暗示などに注意して主題を読み取る。

主題についての考察を通して、自己のあり方を考える。
５ 「ウサギ」

＜学習のポイント＞
・文章の論理展開を正確にとらえ、主題を把握する。

評論（二） ・語彙を豊富にし、表現効果について考察する。
「テクノロジーとのつきあい方」 ・副教材を使って要旨をまとめる。

６ 「名付けの魔力」 期末試験　７月１日（水）～３日（金）
＜範囲・到達目標＞

評論（三） 範囲：「テクノロジーとのつきあい方」「名付けの魔力」

「身体の個別性」 「身体の個別性」

到達目標：筆者の提示した問題を的確に把握する。
抽象的な概念を自己の問題としてとらえる力を養う。

７ 近年着目される分野への理解を深め、自分なりに考えていく
姿勢を養う。
＜学習のポイント＞
・文章の論理展開の型を把握し、筆者の主張を読み取る。
・具体的な事例から、筆者の主張の理解につなげる。
・副教材を使って要旨をまとめる。
中間試験　１０月６日（水）～８（金）

８ ＜範囲・到達目標＞
範囲：「目に見える制度と見えない制度」「枯野抄」
「動物の深淵、人間の孤独」
到達目標：文章の論理的展開を把握して、筆者の主張を的
確に読み取る。
普遍的な主題を扱った小説の枠組みについて、意識的に

９ 評論（三） 理解する。
「目に見える制度と見えない制度」 小説を主体的に読解し、より深く鑑賞する力を養う。

＜学習のポイント＞
小説（三） ・長さのある論理的な文章を読むことに慣れる。
「枯野抄」 ・抽象的な語句や概念的な表現の意味を正確に理解して、

筆者の主張を読み取る。
１０ 評論（五） ・小説の場面設定、心理描写、語り手の特色、引用の効果

「動物の深淵、人間の孤独」 など、表現上の特色や効果について学習する。
・副教材を使って要旨をまとめる。
期末試験　１２月７日（月）～９日（水）

評論（五） ＜範囲・到達目標＞
「癒しとしての死の哲学」 範囲：「癒しとしての死の哲学」「Ｋの昇天」

１１ 到達目標：筆者の関心や問題意識を、自らの生活と関連づ
小説（三） けて受け止める。
「Ｋの昇天」 現代社会を生きる上での問題について、考えを深める。

小説を主体的に読解し、より深く鑑賞する力を養う。
評論（四） ＜学習のポイント＞
「定型があってこそおもしろい」 ・哲学、思想的な用語や言葉遣いを含む文章に慣れ、語彙

１２ 力や読解力をつける。
「句を切る」 ・わかりにくい表現を、前後の文脈にある言葉をの関係から

理解する。
・抽象的な表現を具体的な事柄に結びつけて理解する。
・書簡体小説の特色をつかむ。
・副教材を使って要旨をまとめる。

科　目

単位数必修履修学年

教　科

教科書
副教材

国語

３年

授業計画

履修コース 履修条件Ⅰ類

到達目標（定期試験範囲）

6

現代文

『現代文』（出版社・第一学習社）
（１）現代文　学習課題集（第一学習社）　（２）日本文学史必携（尚文出版）　（３）セレクト漢字（桐原書店）

１
学
期

２
学
期



学期 月

学年末試験　３年：１月２７日（水）～２９（金）
１ １・２年：３月３日（水）～５日（金）

小説（二）
「舞姫」 ＜範囲・到達目標＞

範囲：「定型があってこそおもしろい」「句を切る」
到達目標：論理的な文章の構成、論の展開を正確に把握
して、要旨を的確に理解する。

２ 短歌や俳句の主要な特徴についての関心と理解を深める。
＜学習のポイント＞
・文章全体の論理構成や展開を正確に把握し、筆者の考え
方の特色を理解する。
・短歌の定型表現の成立理由と、メリットを理解する。
・俳句固有の「切れ」の働きを理解する。

３ ・副教材を使って要旨をまとめる。

　(1)定期試験(中間試験・期末試験）、実力試験の到達度

　(2)宿題等、提出物の達成度

　(3)授業遅刻・早退・欠課等の勤怠状況 

　(4)授業態度

　　 以上4項目について総合的に判断し、評価する。 

・「出口のセンター現代文講義の実況中継」（語学春秋社）

・「船口の最強の現代文」１・２（学研）

・「現代文キーワード読解」（Ｚ会）

・「〈読〉と〈解〉のストラテジー」（代々木ライブラリ）

・「得点奪取・現代文記述対策」（河合出版）

・「きめる！センター国語（現代文）」（学研） 

・読解力を身につけるためには、常に辞書を活用しましょう。
・さまざまな文章に触れる機会が必要なので、さまざまなジャンルの本を積極的に読んでみましょう。
・予習・復習を必ずやり、副教材なども積極的に活用していきましょう。
・テキストを使い、自分の言葉で文章を書くたまに、工夫を考えましょう。

り、積極的に考えていける内容を学習していきます。そのためにも、読解に必要と思われる、漢字や語句の意味といった基
本的なことも積極的に進めていくために、副教材などを使用しながら、語彙力を高める学習を進めていきます。また、読解
した文章を通じて、意見文、感想文などで表現力を高めていきたいと考えています。これをさらに自分自身の考えと照らし
合わせ、自分自身の考え方を深化させる学習を進めていきます。さまざまな文章や表現形式に触れることで、自分の考え
を自分の言葉として表現する方法を見つけることも可能だと思われます。
現代文の学習の基本は、本文を何度も繰り返し読むことに尽きます。

３
学
期

学習上のアドバイス

評価の観点および方法

推薦参考書・問題集等

授業計画 到達目標（定期試験範囲）

　現代文は、２年生で学んだ内容をさらに発展、深化させたものです。評論文などを中心にした「論理的な文章」と小説な
どを中心とした「文学的な文章」の大きな二つの柱の分野を学習します。学習の中で中心になるのは、主旨・主題の把握
になります。つまり、「この文章は何について書かれているのかをしっかり読み取る」ことです。現代社会を取り巻く様々な
問題を読み取る力を身につけます。そのためにも、私たちが様々な事柄を理解し、そのことに問題意識を持てるようにな



学期 月

第Ⅱ章 中間試験　５月２６日（火）～２８日（木）
４ 評論（一） ＜範囲・到達目標＞

「未来世代への責任」 範囲：「未来世代への責任」「棒」「ウサギ」
到達目標：筆者の視点や方法を的確に把握する。

小説（一） 小説のさまざまなスタイルに触れ、読解力を深める。
「棒」 比喩・象徴・暗示などに注意して主題を読み取る。

主題についての考察を通して、自己のあり方を考える。
５

「ウサギ」 ＜学習のポイント＞
・文章の論理展開を正確にとらえ、主題を把握する。
・語彙を豊富にし、表現効果について考察する。
・副教材を使って要旨をまとめる。

６ 評論（二） 期末試験　７月１日（水）～３日（金）
「テクノロジーとのつきあい方」 ＜範囲・到達目標＞

範囲：「テクノロジーとのつきあい方」「名付けの魔力」

「名付けの魔力」 到達目標：筆者の提示した問題を的確に把握する。
抽象的な概念を自己の問題としてとらえる力を養う。

７ 近年着目される分野への理解を深め、自分なりに考えていく
姿勢を養う。
＜学習のポイント＞
・文章の論理展開の型を把握し、筆者の主張を読み取る。
・具体的な事例から、筆者の主張の理解につなげる。
・副教材を使って要旨をまとめる。
中間試験　１０月６日（水）～８（金）

８ ＜範囲・到達目標＞
範囲：「身体の個別性」「枯野抄」

到達目標：文章の論理的展開を把握して、筆者の主張を的
確に読み取る。
普遍的な主題を扱った小説の枠組みについて、意識的に

９ 評論（三） 理解する。
「身体の個別性」 小説を主体的に読解し、より深く鑑賞する力を養う。

＜学習のポイント＞
小説（三） ・長さのある論理的な文章を読むことに慣れる。
「枯野抄」 ・抽象的な語句や概念的な表現の意味を正確に理解して、

筆者の主張を読み取る。
１０ ・小説の場面設定、心理描写、語り手の特色、引用の効果

など、表現上の特色や効果について学習する。
・副教材を使って要旨をまとめる。

評論（五） 期末試験　１２月７日（月）～９日（水）
「動物の深淵、人間の孤独」 ＜範囲・到達目標＞

範囲：「動物の深淵、人間の孤独」「癒しとしての死の哲学」
１１ 到達目標：筆者の関心や問題意識を、自らの生活と関連づ

評論（五） けて受け止める。
「癒しとしての死の哲学」 現代社会を生きる上での問題について、考えを深める。

小説を主体的に読解し、より深く鑑賞する力を養う。
＜学習のポイント＞
・哲学、思想的な用語や言葉遣いを含む文章に慣れ、語彙

１２ 小説（三） 力や読解力をつける。
「Ｋの昇天」 ・わかりにくい表現を、前後の文脈にある言葉をの関係から

理解する。
・抽象的な表現を具体的な事柄に結びつけて理解する。
・書簡体小説の特色をつかむ。
・副教材を使って要旨をまとめる。

１
学
期

２
学
期

履修条件Ⅰ類

到達目標（定期試験範囲）

3

現代文

『現代文』（出版社・第一学習社）
（１）現代文　学習課題集（第一学習社）　（２）日本文学史必携（尚文出版）　（３）セレクト漢字（桐原書店）

単位数必修履修学年

教　科

教科書
副教材

国語

３年

授業計画

科　目

履修コース



学期 月

学年末試験　３年：１月２７日（水）～２９（金）
１ 評論（四） １・２年：３月３日（水）～５日（金）

「定型があってこそおもしろい」
＜範囲・到達目標＞
範囲：「Kの昇天」「定型があってこそおもしろい」
到達目標：論理的な文章の構成、論の展開を正確に把握
して、要旨を的確に理解する。

２ 短歌や俳句の主要な特徴についての関心と理解を深める。
＜学習のポイント＞
・抽象的な表現を具体的な事柄に結びつけて理解する。
・書簡体小説の特色をつかむ。
・文章全体の論理構成や展開を正確に把握し、筆者の考え
方の特色を理解する。

３ ・短歌の定型表現の成立理由と、メリットを理解する。
・副教材を使って要旨をまとめる。

　(1)定期試験(中間試験・期末試験）、実力試験の到達度

　(2)宿題等、提出物の達成度

　(3)授業遅刻・早退・欠課等の勤怠状況 

　(4)授業態度

　　 以上4項目について総合的に判断し、評価する。 

・「出口のセンター現代文講義の実況中継」（語学春秋社）

・「船口の最強の現代文」１・２（学研）

・「現代文キーワード読解」（Ｚ会）

・「〈読〉と〈解〉のストラテジー」（代々木ライブラリ）

・「得点奪取・現代文記述対策」（河合出版）

・「きめる！センター国語（現代文）」（学研） 

３
学
期

学習上のアドバイス

評価の観点および方法

推薦参考書・問題集等

授業計画 到達目標（定期試験範囲）

　現代文は、２年生で学んだ内容をさらに発展、深化させたものです。評論文などを中心にした「論理的な文章」と小説な
どを中心とした「文学的な文章」の大きな二つの柱の分野を学習します。学習の中で中心になるのは、主旨・主題の把握
になります。つまり、「この文章は何について書かれているのかをしっかり読み取る」ことです。現代社会を取り巻く様々な
問題を読み取る力を身につけます。そのためにも、私たちが様々な事柄を理解し、そのことに問題意識を持てるようにな
り、積極的に考えていける内容を学習していきます。そのためにも、読解に必要と思われる、漢字や語句の意味といった基
本的なことも積極的に進めていくために、副教材などを使用しながら、語彙力を高める学習を進めていきます。また、読解
した文章を通じて、意見文、感想文などで表現力を高めていきたいと考えています。これをさらに自分自身の考えと照らし
合わせ、自分自身の考え方を深化させる学習を進めていきます。さまざまな文章や表現形式に触れることで、自分の考え
を自分の言葉として表現する方法を見つけることも可能だと思われます。
現代文の学習の基本は、本文を何度も繰り返し読むことに尽きます。
・読解力を身につけるためには、常に辞書を活用しましょう。
・さまざまな文章に触れる機会が必要なので、さまざまなジャンルの本を積極的に読んでみましょう。
・予習・復習を必ずやり、副教材なども積極的に活用していきましょう。
・テキストを使い、自分の言葉で文章を書くたまに、工夫を考えましょう。



履修学年 ３年 履修コース Ⅱ類 履修条件 必修 単位数 ３

教 科 国語 科 目 現代文

教科書 『現代文』（出版社：第一学習社）
（１）現代文 学習課題集（第一学習社）（２）日本文学史必携（尚文出版）（３）セレクト漢字（桐原書店）改訂副教材

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 第Ⅱ章 中間試験 月 日(火)～ 日(木)5 26 28
<範囲・到達目標>

評論（一）
・筆者の視点や考え方を的確に把握

「未来世代への責任」 する
１

小説（一） ・比喩、象徴、暗示などの表現を的確
５ に把握する。

「棒」 ・主題について考察し、内容をまとめ
学 よう

評論（二）

「テクノロジーとのつきあい方」
期 期末試験 月 日(水)～ 日(金)7 1 3
６ 評論（三） <範囲・到達目標>

「身体の個別性」 ・抽象的な概念を自己の問題としてと
らえる力を養う。

小説（一）
・人間とは何かという根源的な命題を

「ウサギ」 考え、人間と文化の関わりを把握す
７ る。

・主題について考察し、内容をまとめ
よう

８ 中間試験 月 日(火)～ 日(木)10 6 8
<範囲・到達目標>

・自然で自明と思われているものが、
評論（三） 実はあるしかけの中で意図的に作ら

２ ９ れていることを把握する。
「目に見える制度と見えない制度」

・主題について考察し、内容をまとめ
評論（四） よう

学
「定型があってこそおもしろい」

10
小説（三） 期末試験 月 日(月)～ 日(水)12 7 9

期 <範囲・到達目標>
「Ｋの昇天」

・論理的な文章構成を把握する。
・要旨を的確に把握する

・小説の語りの枠組みについて、意識11
評論（五） をする。

「動物の深淵、人間の孤独」 ・筆者の提示した問題を的確に把握す
る

「癒しとして死の哲学」 ・筆者の意見に対して、自分の考えを
述べられるようにする12



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ 学年末試験
３年： 月 日(水)～ 日(金)1 27 29

年： 月 日(水)～ 日(金)1 2 3 3 5・
<範囲・到達目標>

３
２

学 <学習ポイント>

期

３

学習上のアドバイス

現代文の学習の基本は、本文を何度も繰り返し読むことに尽きます。
・読解力を身につけるためには、常に辞書を活用しましょう。
・様々な文章に触れる機会が必要なので、様々なジャンルの本を積極的に読んでみましょう。
・予習・復習を必ず行い、副教材なども積極的に活用していきましょう。
・テキストを使い、自分の言葉で文章を書くために、工夫を考えましょう。

評価の観点および方法

( )定期試験(中間試験・期末試験）、実力試験の到達度1
( )宿題等、提出物の達成度2
( )授業遅刻・早退・欠課等の勤怠状況3
( )授業態度4
以上 項目について総合的に判断し、評価する。4

推薦参考書・問題集等

『出口の現代文入門講義の実況中継』上・下（ 語学春秋社）
『船口の最強の現代文』１・２（学研）
『現代文キーワード読解』（ 会）Z
『〈読〉と〈解〉のストラテジー』（代々木ライブラリ）
『得点奪取・現代文記述対策』（河合出版）



履修学年 ３ 履修コース 特進選抜 履修条件 選択 単位数 ３

教 科 国語 科 目 古典

教科書 「古典 古文編」「古典古文編 学習課題集」（第一学習社）
副教材 「古典 漢文編」「古典漢文編 学習課題集」（第一学習社）

「やさしく詳しい古典文法」（尚文出版）

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 説話 中間試験 月 日(火)～ 日(木)5 26 28
（発心集）「叡実、路頭の病者を憐れむ事」 <範囲・到達目標>
（宇治拾遺物語）「伴大納言、応天門を焼く事」 ・発心集

・宇治拾遺物語
・枕草子

１

５ 随筆 <学習ポイント>
（枕草子）「宮に初めて参りたること」 ・短い説話を読み、修得している読解

学 「五月の御精進のほど」 力を確認する。
「二月つごもりごろに」 ・長編の説話の構成や展開を的確に

把握し、大意をつかむ。

期 期末試験７月 日(水)～ 日(金)1 3
６ 逸話 <範囲・到達目標>

（説苑）「不顧後患」 ・説苑 新序 列子/ /
（新序）「不若人有其宝」 ・源氏物語
（列子）「不死之道」

<学習ポイント>
・語句、句法に注意し、話の筋や登場

７ 物語（一） 人物の心情を読み取る。
（源氏物語）「須磨の秋」 ・長編物語を構成する、主人公と諸人

「紫の上の死」 物の人間関係を理解する。

８ センター試験対策 中間試験 月 日(水)～ 日(金)10 7 9
<範囲・到達目標>
・戦国策
・漢詩
・俊頼髄脳 無名抄/

２ ９ 古代の史話
（戦国策）「唇亡歯寒」 <学習ポイント>

漢詩の鑑賞 ・登場人物の言動の要点、心情の変
学 「石壕吏」 化を読み取る。

・評論を読むことで、日本固有の文学
評論（一） や芸術を作り育て、継承してきた人々10
（俊頼髄脳）「沓冠折句の歌」 の思いを理解する。

期 （無名抄）「関路の落葉」
物語（二）
（大鏡）「道長と隆家」 期末試験 月 日(月)～ 日(水)12 7 9

<範囲・到達目標>
日記 ・大鏡11
（蜻蛉日記）「うつろひたる菊」 ・蜻蛉日記
（紫式部日記）「若宮誕生」 ・紫式部日記

評論（二） ・無名草子 玉勝間/
（無名草子）「清少納言と紫式部」 <学習ポイント>
（玉勝間）「師の説になづまざること」 ・古代の女流日記文学の特徴をつか

名家の文章 む。12
「雑説」 ・これまでに学習した古典作品を、評

論を読むことで新しい視点から読み味
わう。



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ 近代の小説 学年末試験
（雨月物語）「浅茅が宿」 １月 日(水)～ 日(金)27 29

センター試験対策
<範囲・到達目標>
・雑説

３ ・雨月物語
２ ・一年間のまとめ

<学習ポイント>
・文章の表現、比喩、構成、論の展開

学 の仕方を理解する。
・語彙や文法が現代と近い近世の小
説を読んで、大意把握の力を養う。

期 ３

学習上のアドバイス

中学時から第二学年までに学んだことを土台にして、その基礎をさらに充実させ、完成させることを目指
す。そのために、以下の六点を中心に学習を進めていく。
・古文や漢文に用いられている語句の意味を、的確に調べてより深く、より幅広く理解する。
・文法的な用法、文の構造に対する理解を深め、文章の内容をより正確に把握する。
・歴史的な背景への関心も踏まえて、文全体の内容を正しく理解し、その作品の表す世界をより適切に読
み取る。
・その文章に表れた人間・社会・自然への理解をもとに、ものの見方・感じ方・考え方を味わい、自分自身の
感性や思考を一段と豊かにする。
・さまざまな文章の表現上の特徴を理解し、優れた表現をより深く味わう。
・文章の背景としての日本・中国文化への関心を深め、文化史の視野を培う。
これらの観点から学習を進めて、卒業後の進路実現への学習に対応できる学力を培うとともに、今後の

人生を豊かにする人間性を身につける一助としていきたい。
古典では文法や文学史などの覚える分野と、文章内容の読みとりや心情描写の把握などの考える分野と
がある。その点をしっかりとわきまえた学習ができるように、工夫することが大切である。また、地理的・歴史
的な背景を確認する上で、「地理・日本史・世界史」との関連が大きいので、古典の学習と併せて学習を深
めることを心がけるとよい。問題演習の充実に向けては、家庭学習課題及び補習を最大限利用すること。

評価の観点および方法

（１）定期試験（中間試験・期末試験）、実力試験、授業時の確認テストの到達度
（２）家庭学習課題の到達度
（３）授業欠課・遅刻・早退などの勤怠状況
（４）授業態度
以上の４項目について総合的に判断し、評価を行う。

推薦参考書・問題集等

・「富井の最強の古文読解」１・２・３（学研）
・「土屋の古文講義」１・２（代々木ライブラリ）
・「速読古文単語」（Ｚ会）
・「きめる！センター国語（古文・漢文）」（学研）
・「漢文早覚え速答法」（学研）
・「漢文ヤマのヤマ」（学研）
・「漢文句形とキーワード」（Ｚ会）



履修学年 ３ 履修コース 特進理系 履修条件 選択 単位数 ２

教 科 国語 科 目 古典

教科書 「古典 古文編」「古典古文編 学習課題集」（第一学習社）
副教材 「古典 漢文編」「古典漢文編 学習課題集」（第一学習社）

「やさしく詳しい古典文法」（尚文出版）

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 説話 中間試験 月 日(火)～ 日(木)5 26 28
（発心集）「叡実、路頭の病者を憐れむ事」 <範囲・到達目標>
（宇治拾遺物語）「伴大納言、応天門を焼く事」 ・発心集

・宇治拾遺物語
・枕草子

１

５ 随筆 <学習ポイント>
（枕草子）「宮に初めて参りたること」 ・短い説話を読み、修得している読解

学 「五月の御精進のほど」 力を確認する。
「二月つごもりごろに」 ・長編の説話の構成や展開を的確に

把握し、大意をつかむ。

期 期末試験７月 日(水)～ 日(金)1 3
６ 逸話 <範囲・到達目標>

（説苑）「不顧後患」 ・説苑 新序 列子/ /
（新序）「不若人有其宝」 ・源氏物語
（列子）「不死之道」

<学習ポイント>
・語句、句法に注意し、話の筋や登場

７ 物語（一） 人物の心情を読み取る。
（源氏物語）「須磨の秋」 ・長編物語を構成する、主人公と諸人

「紫の上の死」 物の人間関係を理解する。

８ センター試験対策 中間試験 月 日(水)～ 日(金)10 7 9
<範囲・到達目標>
・戦国策
・漢詩
・俊頼髄脳 無名抄/

２ ９ 古代の史話
（戦国策）「唇亡歯寒」 <学習ポイント>

漢詩の鑑賞 ・登場人物の言動の要点、心情の変
学 「石壕吏」 化を読み取る。

・評論を読むことで、日本固有の文学
評論（一） や芸術を作り育て、継承してきた人々10
（俊頼髄脳）「沓冠折句の歌」 の思いを理解する。

期 （無名抄）「関路の落葉」
物語（二）
（大鏡）「道長と隆家」 期末試験 月 日(月)～ 日(水)12 7 9

<範囲・到達目標>
日記 ・大鏡11
（蜻蛉日記）「うつろひたる菊」 ・蜻蛉日記
（紫式部日記）「若宮誕生」 ・紫式部日記

評論（二） ・無名草子 玉勝間/
（無名草子）「清少納言と紫式部」 <学習ポイント>
（玉勝間）「師の説になづまざること」 ・古代の女流日記文学の特徴をつか

名家の文章 む。12
「雑説」 ・これまでに学習した古典作品を、評

論を読むことで新しい視点から読み味
わう。



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ 近代の小説 学年末試験
（雨月物語）「浅茅が宿」 １月 日(水)～ 日(金)27 29

センター試験対策
<範囲・到達目標>
・雑説

３ ・雨月物語
２ ・一年間のまとめ

<学習ポイント>
・文章の表現、比喩、構成、論の展開

学 の仕方を理解する。
・語彙や文法が現代と近い近世の小
説を読んで、大意把握の力を養う。

期 ３

学習上のアドバイス

中学時から第二学年までに学んだことを土台にして、その基礎をさらに充実させ、完成させることを目指
す。そのために、以下の六点を中心に学習を進めていく。
・古文や漢文に用いられている語句の意味を、的確に調べてより深く、より幅広く理解する。
・文法的な用法、文の構造に対する理解を深め、文章の内容をより正確に把握する。
・歴史的な背景への関心も踏まえて、文全体の内容を正しく理解し、その作品の表す世界をより適切に読
み取る。
・その文章に表れた人間・社会・自然への理解をもとに、ものの見方・感じ方・考え方を味わい、自分自身の
感性や思考を一段と豊かにする。
・さまざまな文章の表現上の特徴を理解し、優れた表現をより深く味わう。
・文章の背景としての日本・中国文化への関心を深め、文化史の視野を培う。
これらの観点から学習を進めて、卒業後の進路実現への学習に対応できる学力を培うとともに、今後の

人生を豊かにする人間性を身につける一助としていきたい。
古典では文法や文学史などの覚える分野と、文章内容の読みとりや心情描写の把握などの考える分野と
がある。その点をしっかりとわきまえた学習ができるように、工夫することが大切である。また、地理的・歴史
的な背景を確認する上で、「地理・日本史・世界史」との関連が大きいので、古典の学習と併せて学習を深
めることを心がけるとよい。問題演習の充実に向けては、家庭学習課題及び補習を最大限利用すること。

評価の観点および方法

（１）定期試験（中間試験・期末試験）、実力試験、授業時の確認テストの到達度
（２）家庭学習課題の到達度
（３）授業欠課・遅刻・早退などの勤怠状況
（４）授業態度
以上の４項目について総合的に判断し、評価を行う。

推薦参考書・問題集等

・「富井の最強の古文読解」１・２・３（学研）
・「土屋の古文講義」１・２（代々木ライブラリ）
・「速読古文単語」（Ｚ会）
・「きめる！センター国語（古文・漢文）」（学研）
・「漢文早覚え速答法」（学研）
・「漢文ヤマのヤマ」（学研）
・「漢文句形とキーワード」（Ｚ会）



履修学年 ３年 履修コース Ⅰ類 履修条件 必修 単位数 ４

教 科 国語 科 目 古典

教科書 『古典 古文編』・『古典 漢文編』 （出版社：第一学習社）改訂版
副教材 やさしく詳しい古典文法（第一学習社） 日本文学史（尚文出版社）

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 説話 中間試験 月 日(火)～ 日(木)5 26 28
<範囲・到達目標>

「歌ゆゑに命を失う事」 （無住道曉）
「叡実、路頭の病者を憐れむ事」 （発心集）） ・短い説話を読み、２年までの読解力

の確認をする。
１ 逸話 ・古文の読解に取り組み、読解力を

身につける。
５ 「不顧後患」 （説苑） ・重要な句法に慣れる。

・正確な訓読を通じて、文章表現や構
学 成を理解する。

随筆（一）

「宮に初めて参りたるころ」 （枕草子）
期 「ふと心劣りとかするものは」 （枕草子） 期末試験 月 日(水)～ 日(金)7 1 3
６ <範囲・到達目標>

物語（一）
・読みにくい語句・句法に注意しなが

「紫の上の死」 （源氏物語） ら、訓読に慣れる。
・重要な句法に慣れる。
・長文の古文の読解に取り組み、読解

逸話 力を身につける。
７ ・正確な訓読を通じて、文章表現や構

「不若人有其宝」 （新序） 成を理解する。

８ 中間試験 月 日(火)～ 日(木)10 6 8
評論（一） <範囲・到達目標>

「深草の里」 （無名抄） ・光源氏の晩年。最愛の妻紫の上の
「初心の心得」 （正徹） 死によって栄華を極めた主人公の寂

２ ９ しい影を味わう。
道家・法家の思想 ・和歌の解釈の違いを的確に把握す
「大道廃有仁義」 （第十八章） る。
「小国寡民」 （第八十章） ・孔子、孟子と違う思想を理解する

・正確な訓読を通じて、文章表現や構
学 日記 成を理解する。10

「若宮誕生」 （紫式部日記）
11

期
評論（二）

「清少納言と紫式部」 （無名草子） 期末試験 月 日(月)～ 日(水)12 7 9
「師の説になづまざること」 （玉勝間） <範囲・到達目標>12

・平安女流日記文学の代表的作品を
物語（二） 読むことを通じて、女流日記につい
「時平と道真」 （大鏡） ての理解を深める。

・正確な訓読を通じて、文章表現や構
成を理解する。
・諷喩の内容を読解する。



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ 学年末試験
３年： 月 日(水)～ 日(金)1 27 29

年： 月 日(水)～ 日(金)1 2 3 3 5・
名家の文章 <範囲・到達目標>

３ 「雑説」 （韓愈）
２

学 <学習ポイント>

期

３

学習上のアドバイス

古典では文法や文学史などの覚える分野と、文章内容の読みとりや心情描写の把握などの考える分野
とがある。その点をしっかりとわきまえた学習ができるように、工夫することが大切である。
また、地理的・歴史的な背景を確認する上で、「地理・日本史・世界史」との関連が大きいので、古典の学
習と併せて学習を深めることを心がけるとよい。問題演習の充実に向けては、家庭学習課題及び補習を最
大限利用すること。

評価の観点および方法

（１）定期試験（中間試験・期末試験）、実力試験、授業時の確認テストの到達度
（２）家庭学習課題の到達度
（３）授業欠課・遅刻・早退などの勤怠状況
（４）授業態度
以上の４項目について総合的に判断し、評価を行う。

推薦参考書・問題集等

『富井の最強の古文読解』１・２・３ （学研）
『土屋の古文講義』１・２ （代々木ライブラリ）
『速読古文単語』（ 会）Z
『漢文早覚え速答法』（学研）『漢文ヤマのヤマ』（学研）



履修学年 ３年 履修コース Ⅱ類 履修条件 必修 単位数 ２

教 科 国語 科 目 古典

教科書 『古典 古文編』・『古典 漢文編』 （出版社：第一学習社）改訂版
副教材 やさしく詳しい古典文法（第一学習社） 日本文学史（尚文出版社）

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 中間試験 月 日(火)～ 日(木)5 26 28
説話 <範囲・到達目標>

・短い説話を読み、２年までの読解力
「叡実、路頭の病者を憐れむ事」 （発心集）） の確認をする。

１ ・古文の読解に取り組み、読解力を
逸話 身につける。

５ ・重要な句法に慣れる。
「不顧後患」 （説苑） ・正確な訓読を通じて、文章表現や構

学 成を理解する。

随筆（一）

期 「ふと心劣りとかするものは」 （枕草子） 期末試験 月 日(水)～ 日(金)7 1 3
６ <範囲・到達目標>

物語（一）
・読みにくい語句・句法に注意しなが

「紫の上の死」 （源氏物語） ら、訓読に慣れる。
・重要な句法に慣れる。
・長文の古文の読解に取り組み、読解

逸話 力を身につける。
７ ・正確な訓読を通じて、文章表現や構

「不若人有其宝」 （新序） 成を理解する。

８ 中間試験 月 日(火)～ 日(木)10 6 8
評論（一） <範囲・到達目標>

９
「深草の里」 （無名抄） ・光源氏の晩年。最愛の妻紫の上の
「初心の心得」 （正徹） 死によって栄華を極めた主人公の寂

２ しい影を味わう。
道家・法家の思想 ・和歌の解釈の違いを的確に把握す
「大道廃有仁義」 （第十八章） る。
「小国寡民」 （第八十章） ・孔子、孟子と違う思想を理解する

・正確な訓読を通じて、文章表現や構
成を理解する。10

学 日記

「若宮誕生」 （紫式部日記）

期
評論（二）11

期末試験 月 日(月)～ 日(水)12 7 9
「清少納言と紫式部」 （無名草子） <範囲・到達目標>

名家の文章 ・平安女流日記文学の代表的作品を
読むことを通じて、女流日記につい

「雑説」 （韓愈） ての理解を深める。12
・正確な訓読を通じて、文章表現や構
成を理解する。
・諷喩の内容を読解する。



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ 学年末試験
３年： 月 日(水)～ 日(金)1 27 29

年： 月 日(水)～ 日(金)1 2 3 3 5・
<範囲・到達目標>

３
２

学 <学習ポイント>

期

３

学習上のアドバイス

古典では文法や文学史などの覚える分野と、文章内容の読みとりや心情描写の把握などの考える分野
とがある。その点をしっかりとわきまえた学習ができるように、工夫することが大切である。
また、地理的・歴史的な背景を確認する上で、「地理・日本史・世界史」との関連が大きいので、古典の学
習と併せて学習を深めることを心がけるとよい。問題演習の充実に向けては、家庭学習課題及び補習を最
大限利用すること。

評価の観点および方法

（１）定期試験（中間試験・期末試験）、実力試験、授業時の確認テストの到達度
（２）家庭学習課題の到達度
（３）授業欠課・遅刻・早退などの勤怠状況
（４）授業態度
以上の４項目について総合的に判断し、評価を行う。

推薦参考書・問題集等

『富井の最強の古文読解』１・２・３ （学研）
『土屋の古文講義』１・２ （代々木ライブラリ）
『速読古文単語』（ 会）Z
『漢文早覚え速答法』（学研）『漢文ヤマのヤマ』（学研）



履修学年 ３ 履修コース 選抜文系 履修条件 必 修 単位数 ４

教 科 数 学 科 目 数 学 Ⅰ・Ａ ，Ⅱ・Ｂ

教科書 2010 進研［センター試験］数学 重要問題演習 (Learn-S)
副教材

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 1. 数と式 中間試験5月26日(火)～28日(木)
・基本対称式の値や既に与えられた式の値を利用できるよ <範囲・到達目標>
うに式変形が出来るか確認する。・小、整数部分について 1. 数と式
正確な理解がなされ、処理が適切に行えるか調べる 2.方程式と不等式
2.方程式と不等式 3. ２次関数

１ ・方程式と不等式からの発展を確認をする。
3. ２次関数 <学習ポイント>

５ ・ｸﾞﾗﾌが通る定点を求められるかと、場合分けにより最大 ・公式を用いて、整式の計算・展開・
値・最小値が把握できるかを確認する。・頂点，定点， 切 因数分解を正しく行う。x

学 片などｸﾞﾗﾌの形が把握でき、不等式とｸﾞﾗﾌを関連できるか ・２次関数のグラフを利用して、
確認する 方程式・不等式に関する問題を解く。
・正弦、余弦定理、三角形の面積の公式を理解している

期 かと、角の二等分線の性質並びに面積比から線分の比が 期末試験７月１日(水)～３日(金)
６ 求められるか否かを確認する。 <範囲・到達目標>
5.集合と理論 4図形と計量
・正確に場合分けが出来、数え上げられるか否かと、計算 5.集合と理論
力を確認する。・題意を正確に把握し、場合の数を正確に 6.7. 場合の数と確率
数えあげられるか否かと期待値を確認する <学習ポイント>
6.7. 場合の数と確率 ・三角比の定義を理解する。正弦定理
・同時に複数の球を取り出す時の確率を求め、工夫をして や余弦定理を用いて図形の問題を解

７ 少ない計算量で答を出す確認をする。 く。・図形とその図形を表す方程式に
9.式と証明 ついて理解し、計算を行って図形の問
・因数定理を導き，これを使って簡単な高次方程式が解け 題を解く。・起こりうるすべての場合に
るようにする。・等式及び不等式についての証明方法を学 ついて、もれなく重複なく数え上げる。
ぶ。 ・確率の定義を理解し、確率の基本性

質を用いて問題を解く。

８ 10.複素数と方程式 中間試験10月６日(火)～８日(木)
・２次 <範囲・到達目標>・解が判別式の符号によって分類できることを理解する。

方程式の解の公式を自由に使えるようになるとともに，判別 9.式と証明
式の意味を理解し，これを活用できるようにする。・解と係 10.複素数と方程式
数の関係を導き，これを利用できるようにする。また，解の 11.図形と方程式

２ ９ 公式を使って因数分解ができるようにする。 <学習ポイント>
11.図形と方程式 ・図形とその図形を表す方程式につい
・数直線や座標の概念を見直し，２点間の距離，線分の分 て理解し、計算を行って図形の問題を
点座標によって求めることができるようにする。 解く。・図形とその図形を表す方程式

学 ・ｘ，ｙの１次方程式が直線を表すことといろいろな形の直線 について理解し、計算を行って図形の
の方程式について学ぶ。・２直線の平行・垂直と方程式の 問題を解く。

10 係数との関係，交点と連立方程式の解との関係について学
ぶ。 期末試験12月７日(月)～９日(水)

期 12.三角関数 <範囲・到達目標>
・三角関数のグラフをかき，変化の特徴を考察する。また， 12.三角関数
グラフを利用して,簡単な三角方程式や三角不等式が解け 13.指数関数・対数関数
るようにする。

11 13.指数関数・対数関数 <学習ポイント>
・指数関数のｸﾞﾗﾌがかけるようにし,さらに指数方程式，不 ・一般角を理解する。・三角関数のグラ
等式に応用できるようにする。・対数の値を求めることや計 フをかき，グラフを利用して,簡単な三
算ができるようにする。・指数および対数関数を平行移動 角方程式や三角不等式が解けるよう
し、方程式不等式へと発展させる。 にする。三角関数に合成や加法定理
14.微分法 が使える。

12 ・ｆ'(ｘ)の符号と関数値の増減と極値の関係，接線の方程式
との関係を求める。・変域の限られた関数について，最大・
最小を考察できるようにする。



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ ・方程式の実数解の個数や不等式の証明を理解する。 学年末試験
15.積分法 ３年：１月27日(水)～29日(金)
・曲線で囲まれた平面図形の面積が，定積分によって求 1 2年：３月３日(水)～５日(金)・
められることを理解し,実際に計算できるようにする。 <範囲・到達目標>

14.微分法
３ ・３年生家庭学習 15.積分法
２ ～

<学習ポイント>
・数学の基本となる論理の形式につい

学 て学習する。
・図形の基本的な性質を調べそれを
証明する。

期

３

学習上のアドバイス

・教科書の基本的内容を確認しながら入試ﾚﾍﾞﾙの問題を解いて、
実践力を身につける。

・多くの良問題を正確に迅速に解く練習をすることで、ﾐｽを減らす。

・予習・復習を必ず行うことで、理解できないところの発見に努める。

・板書をしっかりとり、授業ごとにノート整理をする。

評価の観点および方法

・観点は、①関心・意欲・態度、②考え方、③表現・処理、④知識・理解の４項目です。

・単元や各時限などの学習課程で、評価の観点の４項目について、
生徒の良い点や進歩の状況などを評価し、その累積と定期考査等の状況及び

す。出席状況より各学期ごとに評価しま

推薦参考書・問題集等

・2008 進研［センター試験］数学 重要問題演習 (Learn-S)

※ ｾﾝﾀｰ試験形式の問題集です。



７履修学年 ３ 履修コース 履修条件 必修 単位数特進・選抜

教 科 数学 科 目 数学Ⅲ・数学Ｃ

教科書 高等学校数学Ⅲ (東京書籍) ・ 高等学校数学Ｃ (東京書籍)
副教材 進研［ｾﾝﾀｰ試験］重要問題演習 数学Ⅰ･Ａ，Ⅱ･Ｂ ( )Learn-S

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 【 数学Ｃ 】 中間試験 月 日(火)～ 日(木)5 2６ 2８
第 章 行列とその応用 <範囲>数学Ｃ； ， 章1 1 2
節 行列 <到達目標>・行列の乗法の 乗の計1 n

( ) 行列とその成分 ( ) 加・減法・実数倍 ( )乗法 算と、単位行列・零因子について理1 2 3
( ) 乗法の性質 ( ) 逆行列 ※ 節末問題 解する。移動を理解する。4 5

１ 節 行列の応用 ・焦点、準線，離心率を理解する。2
( ) 連立 次方程式と行列 ( ) 点の移動 ( ) 原点の周 ・媒介変数、極座標を理解する。1 1 2 3

５ りの回転 ( ) 移動の合成と行列の積 ※ 節・章末問題 ・ﾘｻｰｼﾞｭ、正葉曲線を理解する。4
第 章 次曲線 <学習ポイント>2 2

学 節 次関数 ・覚える所と、理解する所のﾒﾘﾊﾘを付1 2
( ) 放物線 ( ) 楕円 ( ) 双曲線 ( ) 次曲線と直線 け、ｲﾒｰｼﾞ化を図る。また、入試問題1 2 3 4 2
( ) 次曲線と平行移動 ( ) 次曲線と離心率 ※ 問題 を平行して演習し、理解を深める事。5 2 6 2
節 媒介変数表示と極座標2

期 ( ) 媒介変数表示 ( ) 極座標と極方程式 ( ) 色々な関数 期末試験７月１日(水)～３日(金)1 2 3
※ 節末・章末問題 ［ 中間試験 ］ <範囲>数学Ⅲ；第 章1
【 数学Ⅲ 】 <到達目標>・数列を用いた収束発散

６ 第 章 極限 の考察から始め、極限を理解する。1
節 数列の極限 ･級数の和とその応用を深める。1

( ) 数列の極限 ( ) 無限等比数列 ( ) 無限級数 ・ｸﾞﾗﾌを理解する。1 2 3
( ) 無限等比級数 ( ) 色々な無限級数 ※ 節末問題 ・関数で極限を認識する。4 5
節 関数 ・連続性と中間値の定理を理解する。2

( ) 分数関数とｸﾞﾗﾌ ( ) 無理関数とｸﾞﾗﾌ ( ) 合成・逆関数 <学習ポイント>1 2 3
節 関数の極限 ・ｸﾞﾗﾌを使用したｲﾒｰｼﾞ作りにﾎﾟｲﾝﾄを3

７ ( ) 関数の極限 ( ) 指数・対数・三角関数と極限 おき、極限の有用性を理解する。1 2
( ) 関数の連続性 ※ 章末・節末問題 ［ 期末試験 ］ ・入試問題で、基礎をどのように使用3
第 章 微分 しているのかﾁｪｯｸする。2

８ 節 微分 中間試験 月６日(火)～８日(木)1 10
( ) 導関数 ( ) 積・商の微分法 ( ) 合成関数 ※ 問題 <範囲>数学Ⅲ；第 、 章1 2 3 2 3
節 いろいろな関数の導関数 <到達目標>・定義や基本公式の確認2

( ) 三角関数の導関数 ( ) 対数・指数関数の導関数 から、三角関数や指数関数、対数関1 2
( ) 高次導関数 ※ 節末・章末問題 数，合成関数・逆関数の導関数を求3

２ ９ 第 章 微分法の応用 める。ｸﾞﾗﾌが書けるようにする。3
節 接線、関数の増減 <学習ポイント>1

( ) 接線の方程式 ( ) 平均値の定理 ( ) 関数の増減 ・基礎的な知識を理解して、ｸﾞﾗﾌを利1 2 3
( ) 関数の極大・極小 ( ) 曲線の凹凸 ※ 節末問題 用しながら、問にﾁｬﾚﾝｼﾞする。4 5

学 節 いろいろな微分の応用 ・様々なの定理の利用法を確認する。2
( ) 最大・最小 ( ) 方程式・不等式への応用 ( ) 曲線の ・どの様な入試問題があるかを確認。1 2 3
媒介変数表示 ( ) 速度・加速度 ( ) 近似値 ※ 問題10 4 5

［ 中間試験 ］ 期末試験 月７日(月)～９日(水)12
期 第 章 積分とその応用 <範囲>数学Ⅲ；第 章4 4

節 不定積分 <到達目標>・積分の定義を理解する。1
( ) 不定積分と基本公式 ( ) 置換・部分積分 ・様々な定積分を行う。1 2
( ) いろいろな関数の不定積分 ※ 節末問題 ･ｸﾞﾗﾌを用いて、面積を考える。3
節 定積分 ・区分求積法のｲﾒｰｼﾞをつかむ。11 2

( ) 定積分 ( ) 置換積分法 ( ) 部分積分法 ( ) 定積分 ・立体の体積を求める。1 2 3 4
で表された関数 ( ) 区分求積法 ( ) 不等式 ※ 問題 <学習ポイント>5 6
節 面積・体積 ・入試問題の難問と呼ばれるもののﾚ3

( ) 面積 ( ) 体積 ※ 節末・章末問題 ［ 期末試験 ］ ﾍﾞﾙを知り、対応できるように高める。1 2
センター特編 ・積分しやすい関数、微分しやすい関12

数の見極めを図る。
・定石と呼ばれるものをきちんと把握
する。



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ センター特編 <範囲･到達目標> <学習ポイント>
２ 私立大学・ 次対策 数学総復習 ･ｾﾝﾀｰ特編を通し、数学Ⅰ･Ａ，Ⅱ･Ｂ2
３ 基本の最終確認を行う。

･穴埋め用の解答に走らず、必然的な
解答が出来るよう努力する。

３ ・ﾍﾞﾈｯｾのみならず、駿台や、河合塾、
代ｾﾞﾐ等のｾﾝﾀｰ用直前演習の問題
を数多くこなし、徹底的な理解を図
る。

学

期

学習上のアドバイス

ｾﾝﾀｰ試験の受験や、私立大学の受験を考えると、数学にだけ沢山の時間を割くことが出来ない。従っ
て、 年の理系は、数学Ⅲ･Ｃにだけ多くの時間をかけるという時間的余裕もない。よって、効率的な学習が3
要求される。その中で一番必要なのは、教科書を空いている時間に読むという予習方法の確立である。全
くなんの知識も持たずに授業に望むという姿勢では、積み残すことが必然になる。また、自分の希望校が，
数学Ⅲ･Ｃのどこを必要としているのかも、過去問等をみて早めに確認しておく必要が出てくる。
国公立の 次試験において、微分･積分が数学Ⅱの範囲で出題されるのか、数学Ⅲの範囲で出題される2

のかなど、早めの確認が必要になるのは当たり前である。出来れば、参考書は問題集を兼ねているようなも
の 冊に絞り，自分の実力や必要性に合わせたものを最後までやりきるのがよいと思う。1
さらに、最大の目標であるｾﾝﾀｰ試験において、補習の時間を中心に問題演習をしていくことになるが、

数学Ⅰ・Ａのみならず、数学Ⅱ･Ｂにおいても ％以上の得点率が残せるよう、ｺﾂｺﾂと基本的な知識の確認90
を繰り返すことが必要になってくる。 の重要問題演習や様々な予備校から発行される問題集を使っLearn-S
て、解答の必然性が身につくよう、しっかりとした方針を立てて解答していくことをのぞむ。ｾﾝﾀｰ試験ﾚﾍﾞﾙ
の問題は、与えられた問題だけで十分だと考えるので、他教科の学習時間も考えて、「同じﾀｲﾌﾟの問いは
必ず出来る」という意識でのぞんでほしい。
そして、何といっても基本は授業であることを再度確認したい。自分のためになるノート作りが大切なのだ

という事に代わりはありません。
残されている時間はとても少ないということを自覚し、全力で走り抜けてください。

評価の観点および方法

( )定期試験・模擬テスト ( )課題・宿題・小テスト ( )遅刻・欠課等の勤怠状況 ( )授業への参加意欲 の1 2 3 4
項目を、(ｲ)関心・態度・意欲 (ﾛ)数学的な見方・考え方 (ﾊ)表現・処理 (ﾆ)知識・理解 の 観点で総合4 4
的に判断して、評価します。尚、昨年度と同様に特編が組み込まれる場合、 学期期末からはｾﾝﾀｰ特2
編に変わる。

推薦参考書・問題集等

･微積分／基礎の極意(東京出版)；大学への数学の別冊で、理系生徒必須の関門(壁に突き当たった)受
験生用のもの。難関大学受験者のバイブル

・ 対 対応の演習／数学Ⅲ･Ｃ 新課程版(東京出版)；入試の標準的な問題を確実に解けるﾚﾍﾞﾙに効1 1
率よく到達できる。

・ ファイン⑥大学入試問題 選Ⅲ･Ｃ(第一学習社)；中堅私立･国公立 次の標準レベルのものNEW 130 2
で、解説･解答が丁寧で充実している。



履修学年 ３ 履修コース Ⅰ類文系 履修条件 選択 単位数 ５

教 科 数 学 科 目 数学Ⅰ・Ａ

教科書 勝てる！センタ－試験「数学Ⅰ・Ａ」問題集(文英堂Σベスト)
副教材

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ １．方程式と不等式 中間試験5月２６日(火)～２８日(木)
・展開と因数分解 <範囲・到達目標>
・対称式
・１次不等式 方程式と不等式
・２次方程式と判別式

１ ・絶対値を含む不等式 ２次方程式や１次不等式および ２
・分母の有理化と根号を含む式の計算 次不等式の解き方を理解し，様々な状

５ ・二重根号の外し方 況の中で，それらを活用できるよに、
問題をこなす。

学 ・方程式と不等式に関するセンタ－試験過去問題に
チャレンジ

２． ２次関数
期 ・２次関数のグラフと平方完成 期末試験７月１日(水)～３日(金)
６ ・平行移動と対称移動 <範囲・到達目標>

・２次関数の最大・最小
・ｘ軸との位置関係 ２次関数
・放物線とｘ軸の２交点間の距離
・２次不等式と連立不等式 ２次関数のグラフの性質を理解し最

大・最小を求めることや、平行移動とは
・２次関数に関するセンタ－試験過去問にチャレンジ どのように求めるのかを理解する。

７ ｘ軸との位置関係や２交点間の距離
３．平面図形 に関する問題に対処できるようにす
・合同と相似，角の２等分線，円周角，接弦定理， る。
方べきの定理，外心，垂心，内心
・センタ－試験過去問にチャレンジ

８ ４．三角比・図形と計量 中間試験10月６日(火)～８日(木)
・直角三角形と三角比 <範囲・到達目標>
・単位円と三角比
・三角比の相互関係 三角比・図形と計量
・正弦定理と余弦定理

２ ９ ・三角形の面積 三角比とそれに関する定理を利用
・相似な立体 して，図形の計量に関する問題に取り

組む。
・三角比・図形と計量に関するセンタ－試験問題に

学 チャレンジ

10 ５．集合と論理
・共通部分と和集合，補集合 期末試験12月７日(月)～９日(水)

期 ・ド・モルガンの法則 <範囲・到達目標>
・逆・裏・対偶と必要十分判定問題
・センタ－試験過去問にチャレンジ 場合の数・確率

11 ６．場合の数・確率 具体的，適切に場合の数を数えるこ
・順列と組合せ とができ，順列と組合せの考え方を活
・場合分け 用することを理解する。
・場合の数による確率
・余事象の確率
・期待値

12 ・円順列・約数の個数
・二項定理
・センタ－試験過去問にチャレンジ



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ センタ－試験新作予想問題の演習 学年末試験
３年：１月２７日(水)～２９日(金)
<範囲・到達目標>

数学Ⅰ・Ａの総合的な範囲から
３ 出題する。
２ ・家庭学習～

数学Ⅰ・Ａの全般的な知識を，
活用できる。

学

期

３

学習上のアドバイス

１年次で学んだ数学Ⅰ・Ａの知識を確認しながら，より多くの問題演習に取り組むことができるように授業
を進める。具体的には，方程式と不等式・２次関数・三角比・場合の数・確率・平面図形のそれぞれの分野
において，問題を解く力を養う。数学の問題演習においては，いろんな問題に取り組みパタ－ンを覚えて
いくことだけでは十分ではありません。様々な状況の中で、公式や定理および基本的な考え方を活用でき
る力をつけていかなければなりません。そのためには，解答のプロセスにおける１つひとつの論理の展開や
式変形において、なぜそうするのかといった根拠が明確になっているかどうかということが重要です。解答
のプロセスにおける１つひとつのつながりをしっかりと理解することによって，数学的な考え方の理解は深ま
り，より多くの類似問題を解く力につながる。

評価の観点および方法

①関心・意欲，態度 ②考え方 ③表現・処理 ④知識・理解の４項目です。

単元や各時限などの学習過程で，評価の観点の４項目について，生徒の良い点や進歩の状況などを
評価し，その累積と定期考査等の状況および出席状況により各学期ごとに評価する。

推薦参考書・問題集等

・白チャート 基礎からの数学Ⅰ＋A(数研出版)
・センタ－試験必出「数学公式１８０」数学ⅠＡⅡＢ(旺文社)



履修学年 ３ 履修コース Ⅰ類理系 履修条件 必 修 単位数 ６

教 科 数 学 科 目 数 学 Ⅰ・Ａ ，Ⅱ・Ｂ

教科書 2010 進研［センター試験］数学 重要問題演習 (Learn-S)
副教材

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 1. 数と式 中間試験5月26日(火)～28日(木)
・基本対称式の値や既に与えられた式の値を利用できるよ <範囲・到達目標>
うに式変形が出来るか確認する。・小、整数部分について 1. 数と式
正確な理解がなされ、処理が適切に行えるか調べる 2.方程式と不等式
2.方程式と不等式 3. ２次関数

１ ・方程式と不等式からの発展を確認をする。
3. ２次関数 <学習ポイント>

５ ・ｸﾞﾗﾌが通る定点を求められるかと、場合分けにより最大 ・公式を用いて、整式の計算・展開・
値・最小値が把握できるかを確認する。・頂点，定点， 切 因数分解を正しく行う。x

学 片などｸﾞﾗﾌの形が把握でき、不等式とｸﾞﾗﾌを関連できるか ・２次関数のグラフを利用して、
確認する 方程式・不等式に関する問題を解く。
・正弦、余弦定理、三角形の面積の公式を理解している

期 かと、角の二等分線の性質並びに面積比から線分の比が 期末試験７月１日(水)～３日(金)
６ 求められるか否かを確認する。 <範囲・到達目標>
5.集合と理論 4図形と計量
・正確に場合分けが出来、数え上げられるか否かと、計算 5.集合と理論
力を確認する。・題意を正確に把握し、場合の数を正確に 6.7. 場合の数と確率
数えあげられるか否かと期待値を確認する <学習ポイント>
6.7. 場合の数と確率 ・三角比の定義を理解する。正弦定理
・同時に複数の球を取り出す時の確率を求め、工夫をして や余弦定理を用いて図形の問題を解

７ 少ない計算量で答を出す確認をする。 く。・図形とその図形を表す方程式に
9.式と証明 ついて理解し、計算を行って図形の問
・因数定理を導き，これを使って簡単な高次方程式が解け 題を解く。・起こりうるすべての場合に
るようにする。・等式及び不等式についての証明方法を学 ついて、もれなく重複なく数え上げる。
ぶ。 ・確率の定義を理解し、確率の基本性

質を用いて問題を解く。

８ 10.複素数と方程式 中間試験10月６日(火)～８日(木)
・２次 <範囲・到達目標>・解が判別式の符号によって分類できることを理解する。

方程式の解の公式を自由に使えるようになるとともに，判別 9.式と証明
式の意味を理解し，これを活用できるようにする。・解と係 10.複素数と方程式
数の関係を導き，これを利用できるようにする。また，解の 11.図形と方程式

２ ９ 公式を使って因数分解ができるようにする。 <学習ポイント>
11.図形と方程式 ・図形とその図形を表す方程式につい
・数直線や座標の概念を見直し，２点間の距離，線分の分 て理解し、計算を行って図形の問題を
点座標によって求めることができるようにする。 解く。・図形とその図形を表す方程式

学 ・ｘ，ｙの１次方程式が直線を表すことといろいろな形の直線 について理解し、計算を行って図形の
の方程式について学ぶ。・２直線の平行・垂直と方程式の 問題を解く。

10 係数との関係，交点と連立方程式の解との関係について学
ぶ。 期末試験12月７日(月)～９日(水)

期 12.三角関数 <範囲・到達目標>
・三角関数のグラフをかき，変化の特徴を考察する。また， 12.三角関数
グラフを利用して,簡単な三角方程式や三角不等式が解け 13.指数関数・対数関数
るようにする。

11 13.指数関数・対数関数 <学習ポイント>
・指数関数のｸﾞﾗﾌがかけるようにし,さらに指数方程式，不 ・一般角を理解する。・三角関数のグラ
等式に応用できるようにする。・対数の値を求めることや計 フをかき，グラフを利用して,簡単な三
算ができるようにする。・指数および対数関数を平行移動 角方程式や三角不等式が解けるよう
し、方程式不等式へと発展させる。 にする。三角関数に合成や加法定理
14.微分法 が使える。

12 ・ｆ'(ｘ)の符号と関数値の増減と極値の関係，接線の方程式
との関係を求める。・変域の限られた関数について，最大・
最小を考察できるようにする。



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ ・方程式の実数解の個数や不等式の証明を理解する。 学年末試験
15.積分法 ３年：１月27日(水)～29日(金)
・曲線で囲まれた平面図形の面積が，定積分によって求 <範囲・到達目標>
められることを理解し,実際に計算できるようにする。 14.微分法

15.積分法
３ ・３年生家庭学習
２ ～ <学習ポイント>

・数学の基本となる論理の形式につい
て学習する。

学 ・図形の基本的な性質を調べそれを
証明する。

期

３

学習上のアドバイス

・教科書の基本的内容を確認しながら入試ﾚﾍﾞﾙの問題を解いて、
実践力を身につける。

・多くの良問題を正確に迅速に解く練習をすることで、ﾐｽを減らす。

・予習・復習を必ず行うことで、理解できないところの発見に努める。

・板書をしっかりとり、授業ごとにノート整理をする。

評価の観点および方法

・観点は、①関心・意欲・態度、②考え方、③表現・処理、④知識・理解の４項目です。

・単元や各時限などの学習課程で、評価の観点の４項目について、
生徒の良い点や進歩の状況などを評価し、その累積と定期考査等の状況及び

す。出席状況より各学期ごとに評価しま

推薦参考書・問題集等

・2008 進研［センター試験］数学 重要問題演習 (Learn-S)

※ ｾﾝﾀｰ試験形式の問題集です。



履修学年 ３ 履修コース 履修条件 必修 単位数 ６特進・選抜

教 科 数学 科 目 数学Ⅲ・数学Ｃ

教科書 高等学校数学Ⅲ (東京書籍) ・ 高等学校数学Ｃ (東京書籍)
副教材 進研［ｾﾝﾀｰ試験］重要問題演習 数学Ⅰ･Ａ，Ⅱ･Ｂ ( )Learn-S

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 【 数学Ｃ 】 中間試験 月 日(火)～ 日(木)5 26 28
第 章 行列とその応用 <範囲>数学Ｃ； ， 章1 1 2
節 行列 <到達目標>・行列の乗法の 乗の計1 n

( ) 行列とその成分 ( ) 加・減法・実数倍 ( )乗法 算と、単位行列・零因子について理1 2 3
( ) 乗法の性質 ( ) 逆行列 ※ 節末問題 解する。移動を理解する。4 5

１ 節 行列の応用 ・焦点、準線，離心率を理解する。2
( ) 連立 次方程式と行列 ( ) 点の移動 ( ) 原点の周 ・媒介変数、極座標を理解する。1 1 2 3

５ りの回転 ( ) 移動の合成と行列の積 ※ 節・章末問題 ・ﾘｻｰｼﾞｭ、正葉曲線を理解する。4
第 章 次曲線 <学習ポイント>2 2

学 節 次関数 ・覚える所と、理解する所のﾒﾘﾊﾘを付1 2
( ) 放物線 ( ) 楕円 ( ) 双曲線 ( ) 次曲線と直線 け、ｲﾒｰｼﾞ化を図る。また、入試問題1 2 3 4 2
( ) 次曲線と平行移動 ( ) 次曲線と離心率 ※ 問題 を平行して演習し、理解を深める事。5 2 6 2
節 媒介変数表示と極座標2

期 ( ) 媒介変数表示 ( ) 極座標と極方程式 ( ) 色々な関数 期末試験７月１日(水)～３日(金)1 2 3
※ 節末・章末問題 ［ 中間試験 ］ <範囲>数学Ⅲ；第 章1
【 数学Ⅲ 】 <到達目標>・数列を用いた収束発散

６ 第 章 極限 の考察から始め、極限を理解する。1
節 数列の極限 ･級数の和とその応用を深める。1

( ) 数列の極限 ( ) 無限等比数列 ( ) 無限級数 ・ｸﾞﾗﾌを理解する。1 2 3
( ) 無限等比級数 ( ) 色々な無限級数 ※ 節末問題 ・関数で極限を認識する。4 5
節 関数 ・連続性と中間値の定理を理解する。2

( ) 分数関数とｸﾞﾗﾌ ( ) 無理関数とｸﾞﾗﾌ ( ) 合成・逆関数 <学習ポイント>1 2 3
節 関数の極限 ・ｸﾞﾗﾌを使用したｲﾒｰｼﾞ作りにﾎﾟｲﾝﾄを3

７ ( ) 関数の極限 ( ) 指数・対数・三角関数と極限 おき、極限の有用性を理解する。1 2
( ) 関数の連続性 ※ 章末・節末問題 ［ 期末試験 ］ ・入試問題で、基礎をどのように使用3
第 章 微分 しているのかﾁｪｯｸする。2

８ 節 微分 中間試験 月 日(火)～ 日(木)1 10 6 8
( ) 導関数 ( ) 積・商の微分法 ( ) 合成関数 ※ 問題 <範囲>数学Ⅲ；第 、 章1 2 3 2 3
節 いろいろな関数の導関数 <到達目標>・定義や基本公式の確認2

( ) 三角関数の導関数 ( ) 対数・指数関数の導関数 から、三角関数や指数関数、対数関1 2
( ) 高次導関数 ※ 節末・章末問題 数，合成関数・逆関数の導関数を求3

２ ９ 第 章 微分法の応用 める。ｸﾞﾗﾌが書けるようにする。3
節 接線、関数の増減 <学習ポイント>1

( ) 接線の方程式 ( ) 平均値の定理 ( ) 関数の増減 ・基礎的な知識を理解して、ｸﾞﾗﾌを利1 2 3
( ) 関数の極大・極小 ( ) 曲線の凹凸 ※ 節末問題 用しながら、問にﾁｬﾚﾝｼﾞする。4 5

学 節 いろいろな微分の応用 ・様々なの定理の利用法を確認する。2
( ) 最大・最小 ( ) 方程式・不等式への応用 ( ) 曲線の ・どの様な入試問題があるかを確認。1 2 3
媒介変数表示 ( ) 速度・加速度 ( ) 近似値 ※ 問題10 4 5

［ 中間試験 ］ 期末試験 月 日(月)～ 日(水)12 7 9
期 第 章 積分とその応用 <範囲>数学Ⅲ；第 章4 4

節 不定積分 <到達目標>・積分の定義を理解する。1
( ) 不定積分と基本公式 ( ) 置換・部分積分 ・様々な定積分を行う。1 2
( ) いろいろな関数の不定積分 ※ 節末問題 ･ｸﾞﾗﾌを用いて、面積を考える。3
節 定積分 ・区分求積法のｲﾒｰｼﾞをつかむ。11 2

( ) 定積分 ( ) 置換積分法 ( ) 部分積分法 ( ) 定積分 ・立体の体積を求める。1 2 3 4
で表された関数 ( ) 区分求積法 ( ) 不等式 ※ 問題 <学習ポイント>5 6
節 面積・体積 ・入試問題の難問と呼ばれるもののﾚ3

( ) 面積 ( ) 体積 ※ 節末・章末問題 ［ 期末試験 ］ ﾍﾞﾙを知り、対応できるように高める。1 2
センター特編 ・積分しやすい関数、微分しやすい関12

数の見極めを図る。
・定石と呼ばれるものをきちんと把握
する。



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１月 日(水)～ 日(金)１ センター特編 ［学年末試験］ 学年末試験 27 29
２ 私立大学・ 次対策 数学総復習 <範囲･到達目標> <学習ポイント>2
３ ･ｾﾝﾀｰ特編を通し、数学Ⅰ･Ａ，Ⅱ･Ｂ

基本の最終確認を行う。
･穴埋め用の解答に走らず、必然的な

３ 解答が出来るよう努力する。
・ﾍﾞﾈｯｾのみならず、駿台や、河合塾、
代ｾﾞﾐ等のｾﾝﾀｰ用直前演習の問題
を数多くこなし、徹底的な理解を図

学 る。

期

学習上のアドバイス

ｾﾝﾀｰ試験の受験や、私立大学の受験を考えると、数学にだけ沢山の時間を割くことが出来ない。従っ
て、 年の理系は、数学Ⅲ･Ｃにだけ多くの時間をかけるという時間的余裕がない。よって、効率的な学習3
が要求される。その中で一番必要なのは、教科書を空いている時間に読むという予習方法の確立である。
全くなんの知識も持たずに授業に望むという姿勢では、積み残すことが必然になる。また、自分の希望校
が，数学Ⅲ･Ｃのどこを必要としているのかも、過去問等をみて早めに確認しておく必要が出てくる。
国公立の 次試験において、微分･積分が数学Ⅱの範囲で出題されるのか、Ⅲの範囲で出題されるの2

かなど、早めの確認が必要になるのは当たり前である。出来れば、参考書は問題集を兼ねているようなも
の 冊に絞り，自分の実力や必要性に合わせたものを最後までやりきるのがよいと思う。1
さらに、最大の目標であるｾﾝﾀｰ試験において、補習の時間を中心に問題演習をしていくことになるが、

数学Ⅰ・Ａのみならず、数学に･Ｂにおいても ％以上の得点率が残せるよう、ｺﾂｺﾂと基本的な知識の90
確認を繰り返すことが必要になってくる。 の重要問題演習や様々な予備校から発行される問題Learn-S
集を使って、解答の必然性が身につくよう、しっかりとした方針を立てて解答していくことを望む。ｾﾝﾀｰ試
験ﾚﾍﾞﾙの問題は、与えられた問題だけで十分だと考えるので、他教科の学習時間も考えて、「同じﾀｲﾌﾟの
問は必ず出来る」という意識で望んでほしい。
そして、何といっても基本は授業であることを再度確認したいと考えます。自分のためになるノート作り

が大切なのだという事に代わりはありません。
残されている時間はとても少ないということを自覚し、全力で走り抜けてください。

評価の観点および方法

( )定期試験・模擬テスト ( )課題・宿題・小テスト ( )遅刻・欠課等の勤怠状況 ( )授業への参加意欲 の1 2 3 4
項目を、(ｲ)関心・態度・意欲 (ﾛ)数学的な見方・考え方 (ﾊ)表現・処理 (ﾆ)知識・理解 の 観点で総合4 4
的に判断して、評価します。尚、昨年度と同様に特編が組み込まれる場合、 学期期末からはｾﾝﾀｰ特2
編に変わる。

推薦参考書・問題集等

･微積分／基礎の極意(東京出版)；大学への数学の別冊で、理系生徒必須の関門(壁に突き当たった)受
験生用のもの。難関大学受験者のバイブル

・ 対 対応の演習／数学Ⅲ･Ｃ 新課程版(東京出版)；入試の標準的な問題を確実に解けるﾚﾍﾞﾙに効1 1
率よく到達できる。

・ ファイン⑥大学入試問題 選Ⅲ･Ｃ(第一学習社)；中堅私立･国公立 次の標準レベルのものNEW 130 2
で、解説･解答が丁寧で充実している。



履修学年 3 履修コース Ⅱ類 履修条件 必修 単位数 3

教 科 数 学 科 目 数学Ⅱ

教科書 高等学校数学Ⅱ(東京書籍)
副教材 ニュージャスト 数学Ⅱ（東京書籍）

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 中間試験5月26日(火)～28日(木)４章 対数関数
２節 対数関数 <範囲・到達目標>
(1)対数とその性質 対数関数のグラフが直線ｙ＝χに関

５ (2)対数関数とそのグラフ して指数関数のグラフと対称であること
(3)常用対数 を知らせ，グラフが描けるようにする。

１ 対数関数の性質を用いて桁数を求[中間試験]
めることなどの応用ができるようにす５章 微分と積分

６ １節 微分係数と導関数 る。
(1)微分係数

学 (2)導関数 期末試験７月1日(水)～3日(金)
<範囲・到達目標>

２節 導関数の応用 平均変化率の意味を理解し，その
(1)接線 極限の考えから微分係数を学ぶ。

期 (2)関数の増大と極大・極小 ３次までの導関数の和・差・定数倍
７ (3)関数の最大・最小 がもとめられるようにする。
(4)方程式・不等式への応用 接線の方程式を導き，傾きから導関

数による関数の増加・減少および極大[期末試験]
３節 積分 ・極小を調べ，３次までの関数のグラフ
(1)不定積分 が描けるようにする。
(2)定積分 定積分の活用として，直線や曲線で
(3)面積 囲まれた図形の面積を扱い，積分が

図形の計量に有用であることを知らせ
る。

８ 数学Ⅰ・Ａの復習 中間試験10月6日(火)～8日(木)
・２次関数 <範囲・到達目標>

放物線の平行移動と対称移動が理
９ ・三角比・図形と計量 解できているか。

・放物線の頂点，定点， 切片などｸﾞx
２ 10 ・場合の数・確率 ﾗﾌの形が把握でき、不等式とｸﾞﾗﾌを

関連できるか。[中間試験]
２次関数のグラフの概形から、最大

値・最小値 を求めることができる。
学 正弦、余弦定理、面積の公式を理

解しているか。
角の二等分線の性質並びに面 積

比から線分の比が求められるか。
期 三角形の面積の公式が理解できて

いるか。
11 ・集合と理論

期末試験12月7日(月)～9日(水)
12 ・方程式と不等式 <範囲・到達目標>

正確に場合分けが出来、数え上げ
られるか。[期末試験]
期待値が求められるか。
いくつかの交わりを持つ有限集合の

要素について考察する。



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ の総復習 学年末試験
３年：１月27日(水)～29日(金)[学年末試験]

大学入試の問題演習 1 2年：３月３日(水)～５日(金)・
<範囲・到達目標>
･センタ－試験レベルの問題演習とセ

３ ンタ－試 験に向けての最終的な確
２ 認を行う。

国公立２次及び私大入試問題の実戦
演習

学 ･必要に応じ、大学別の問題演習を行
う。

期

３

学習上のアドバイス

１．教科書が学習の基本です。副教材の参考書・問題集で、知識の定着を計って下さい。
２．問題を正確迅速に解く訓練は必須です。多くの演習で、計算力と論理性を身につけて下さい。
３．予習・復習は必要不可欠です。１時間の授業に１時間ずつの予・復習を義務づけます。
４．板書をしっかりとり、授業ごとにノ－ト整理をして下さい。頭で解ったつもりは駄目です。

評価の観点および方法

① 関心・意欲・態度
数学の問題を自らの力で解く意識を最後まで持っているか。授業において理解するまで発言・質問を

し，積極的に学習に取り組んでいいるかどうか。高校生としての心構え態度を身につけているか。

② 理解度・定着度
定期考査・小テストなど数学を解く力が身についているかどうか。机間巡視により，問題の解き方を観察

し，理解しているかどうか確認する。

③ 表現・処理
三角比・三角関数，微分・積分，座標の重要性を知りことにより，事象を数学的に考え，表現し処理する

仕方や方法を身につけ，的確に問題解決ができているかどうか。身近なものの測量のしかたの基礎を学ぶ
ことにより，数学の重要性や必要性を理解しているかどうか。

④ 知識・理解
単に数学的な知識だけでなく，その本質をきちんと理解しているか。

以上の観点に基づき、学習状況観察，課題レポート，ペーパーテスト等を勘案し１００点法により学期ごと
に評価を出します。

推薦参考書・問題集等

基礎をかためる トレーニングノートα 数学Ⅰ(受験研究社)



履修学年 ３ 履修コース 特選文 履修条件 選択 単位数 ４

教 科 理科 科 目 生物Ⅰ

教科書 高等学校 改訂 生物Ⅰ (出版社 ：第一学習社）
副教材 生物図解 (出版社 ：第一学習社）

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ ＜生物Ⅰ＞ １年からの継続学習 中間試験 月 日(火)～ 日(木)5 26 28
第４章 環境と動物の反応 <範囲・到達目標>
４体液とその恒常性 ・自律神経やホルモンの作用
・自律神経による調節・ホルモンによる調節 ・腎臓や肝臓の機能
５恒常性を保つ働き ・光合成の限定要因

１ ・浸透圧の調節と血糖量の調節と体温調節 ・植物の成長や開花のしくみ
・腎臓・肝臓の構造と働き

５ 第５章 環境と植物の反応 <学習ポイント>
１植物と環境要因 ・ホルモンの名称・働きの理解

学 ・光合成と環境要因 ・フィードバックの理解
２植物の反応と調節 ・腎臓での濃縮率の算出

・成長の調節・花芽形成の調節・種子の発芽調節 ・開花のグラフの理解

期 期末試験７月１日(水)～３日(金)
６ １．細胞のつくりと働き <範囲・到達目標>
２．細胞膜と浸透圧 ・細胞小器官の働き理解
３．細胞分裂 ・動物・植物の組織や器官の理解
４．組織と器官 ・配偶子形成の名称の理解
５．酵素 ・受精のシステムの理解
６．生殖の方法 <学習ポイント>
７．植物の生殖と発生 ・透圧のグラフの理解

７ ８．動物の配偶子形成と受精 ・体細胞分裂の動物・植物の違い
・体細胞分裂と減数分裂の違い
・受精膜や極体の意義

８ 中間試験 月６日(火)～９日(木)10
<範囲・到達目標>
・ウニとカエルの発生の理解
・フォークトとシュペーマンの実験理解

９．動物の発生 いろいろな遺伝の仕組みの理解
２ ９ １０．発生の仕組み 連鎖・組み替えの理解

１１．遺伝ー分離比の計算 <学習ポイント>
１２ 遺伝と性・染色体地図 ・独立遺伝の問題が解ける.
１３．遺伝子 ・連鎖・組み換えの問題が解ける

学 ・組み換え価の算出
・三点交雑から染色体地図の作成

10
１４．受容器と効果器 期末試験 月７日(火)～９日(木)12

期 １５．神経細胞と興奮の伝わり方 <範囲・到達目標>
１６．中枢神経と抹消神経 ・眼と耳の構造と働き
１７．動物の行動 ・大脳や脊髄の働き
１８．個体間の情報伝達と生物時計 ・筋肉の収縮の仕組みの理解

・動物の行動の分類11

・センター対策用の問題の解説の実施 <学習ポイント>
・神経の全か無かの法則法海
・神経伝達速度の計算の算出
・オシロスコープの波形の理解

12



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ 学年末試験
３年：１月 ７日(水)～２９日(金)2

・国公立大学の２次対策の実施 年：３月３日(水)～５日(金)1 2・
<範囲・到達目標>
・過去問が解ける

３
２

学 <学習ポイント>
・過去問の予習と復習

期

３

学習上のアドバイス

学 習 の ア ド バ イ ス
生物学は、私たちの日常生活と深く関連しているので、日頃から教科書以外の情報源にも関心を払うように

心がける。テレビ、新聞、化学雑誌などのメディアを意識して見ることが大切です。
問題演習は予習が大切になるので、必ず自宅学習を行って授業に臨むことで、より一層の理解が得られ

る。
模擬試験の復習は、実施されたらすぐに行い、次に同じ問題が出題されたら確実にできるよう何度も復

習しておく。

評価の観点および方法

評 価 の 観 点 お よ び 方 法
１定期試験（中間試験、期末試験）
２宿題・課題等の提出状況や達成度
３授業態度（質問への解答）
４欠課・遅刻の出席状況

推薦参考書・問題集等

使 用 す る 参 考 書 等授 業 で
生物図説（出版社：第一学習社）
問題集 セミナー生物Ⅰ（出版社：第一学習社）



履修学年 ３ 履修コース ３特選理 履修条件 必 修 単位数 ４

教 科 理 科 科 目 生物Ⅱ

教科書 高等学校生物Ⅱ （出版社：第一学習社） 問題集 セミナー生物Ⅰ＋Ⅱ（第一学習社）
副教材 スクエア最新図説生物（出版社：第一学習社）

月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

４ 第１編 生物現象と物質 中間試験 月 日(水)～ 日(金)5 21 23
第１章 遺伝情報とその発現 <範囲・到達目標>
１遺伝子の本体―ＤＮＡ の構造と特性を理解し、転写・翻DNA
・ＤＮＡの構造 訳によりタンパク質の合成の仕組み
・ＤＮＡの複製 がわかる。

１ ２遺伝情報とたんぱく質の合成 <学習ポイント>
・ＤＮＡの遺伝情報 コドン表の読み方を理解する。

５ ・たんぱく質の合成 タンパク質の合成の仕組みの理解
３形質発現のしくみ 一遺伝子一酵素説の理解

学 ・形質発現と遺伝子 調節発現の仕組みの理解
・細胞分化と形態形成
・遺伝子発現の調節

６
４バイオテクノロジー 期末試験７月１日(水)～３日(金)
・遺伝子と細胞の操作 <範囲・到達目標>
・バイオテクノロジーの応用例 バイオテクノロジーについて理解し、

第２章 生物現象とたんぱく質 遺伝子組換えの小論文が書ける。。
１化学反応と酵素 光合成と呼吸の細かい反応過程を理
・物質代謝とエネルギー代謝 解する。

７ ・酵素とその特性 <学習ポイント>
２同化 バイオテクノロジーの種類とその特
・光合成と葉緑体 性、現在の問題点等理解する。
・光合成のしくみ 炭酸同化・窒素同化の仕組みを理解
・その他の同化作用 する。

３異化 呼吸の種類を理解し、呼吸商の計算
・嫌気呼吸・好気呼吸 の理解。
・呼吸気質と呼吸商

８ ４たんぱく質の機能 中間試験 月６日(火)～８日(木)10
・筋収縮とたんぱく質 <範囲・到達目標>
・生態防御とたんぱく質 体液性免疫と細胞性免疫の仕組みを
・細胞間の情報伝達とたんぱく質 理解する。

第３章 生物の進化 アクチン滑り説を理解する。
２ ９ １生物の誕生と生物界の変遷 <学習ポイント>

・生命の誕生 原核と真核の違い、それぞれの生物
・原核生物から真核生物へ 例を覚える。
・地球環境の変化と生物界の変遷 生命の誕生から現在までの変遷を理

学 ・地質時代と生物界の変遷 解する。

第３編 生物の集団 期末試験 月７日(月)～９日(水)12
第５章 個体群と生物群集 <範囲・到達目標>
１個体群の構造と維持 生物の集団としての関わり合い方を11

・生物の集団と環境 理解する。
・個体群の維持 環境問題を解決する知識として学ぶ。
・植物の物質生産とその生活 <学習ポイント>

２生物群集とその変動 作用・反作用・相互作用の理解。
・生物群集の構造と働き 生存曲線の理解。
・生物群集の変動 世界と日本の植物群系の特徴と理解12
・植物群落とその遷移 遷移を理解し、陰生植物と陽生植物
植物群系と分布 の違いを学ぶ。・

これ以降センター対策の問題演習を行います



月 授業計画 到達目標(定期試験範囲)学期

１ 学年末試験
３年：１月 ７日(水)～２９日(金)2

年：３月３日(水)～５日(金)1 2・
個別の２次試験対策の問題演習を行います。 <範囲・到達目標>

３ <学習ポイント>
２

学

期

３

学習上のアドバイス

教科書の内容は、生徒には難しい内容なので、なるべくその日の内に授業の内容を復習することが大切
である。また、学習内容が理解できたかどうかは、問題集などを使って確認することが
重要である。

評価の観点および方法

・定期試験（中間・期末・実力試験）
・課題等の提出状況
・授業態度

推薦参考書・問題集等

生物Ⅱ【要点】必出ポイント１１０の攻略で合格を決める（文英堂）
チャート式シリーズ 新生物Ⅱ（数研出版）



学期 月

中間試験　５月２６日（火）～２８日（木）
４ ＊物質の構成粒子 ＜範囲・到達目標＞

　　　①原子の構造　②電子配置とイオン 　　　・物質量の計算ができる。
　　　③元素の周期性と周期表 　　　・化学反応式から物質の量的関係を算出できる。
＊物質量と化学反応式 　　　・モル濃度を算出できる。

　　　①原子量･分子量･式量　②物質量（ｍｏｌ）　　　・熱化学方程式を正しく書ける。
　　　③化学反応式と量的関係

５ 　　　④溶液の濃度 ＜学習のポイント＞
＊物質の種類と性質 　　　・原子の構造と電子配置。
＊化学の基本法則 　　　・化学式量とモルの関係。
＊物質の変化 　　　・化学反応式の係数の意味。
　　　①反応熱　　②熱化学方程式 　　　・モル濃度の定義。
　　　③ヘスの法則　　④結合エネルギー 　　　・反応熱の種類。

６ ＊酸と塩基 期末試験　７月１日（水）～３日（金）
　　　①酸塩基の定義　　②酸塩基の強弱 ＜範囲・到達目標＞
　　　③水素イオン濃度とｐH 　　　・酸塩基の中和反応と塩について理解する。

　　　④中和反応と塩 　　　・塩の性質と反応性について理解する。

　　　⑤中和滴定と指示薬 　　　・中和滴定について理解し､濃度が求められる。
＊塩 　　　・中和反応の量的関係を理解する。

７ 　　　①塩の種類　　②塩の水溶液の性質 ＜学習のポイント＞
　　　③弱酸塩･弱塩基塩の反応 　　　・中和反応式。
＊酸化還元反応 　　　・塩の反応性。
　　　①酸化と還元の定義 　　　・中和滴定の操作や器具。
　　　②酸化数の定義 　　　・中和反応の量的関係。
　　　③酸化剤・還元剤

８ 　　　④酸化還元イオン反応式 中間試験　１０月６日（火）～８（木）
　　　⑤酸化還元反応式と量的関係 ＜範囲・到達目標＞
　　　⑥金属のイオン化傾向 　　　・酸化還元反応式が書ける。
　　　⑦金属の反応性 　　　・酸化還元反応と量的関係が理解できる。
＊電池 　　　・イオン化列を覚える。
　　　①電池の原理と種類 　　　・非金属元素と金属元素の性質を覚える。
　　　②電池の両極の反応 　　　・電池の原理を理解する。

９ 　　　③ダニエル電池　　④ボルタ電池 　　　・電気分解の原理を理解する。
　　　⑤乾電池　　⑥鉛蓄電池 　　　・ファラデ－の法則と量的関係がわかる。
＊電気分解 ＜学習のポイント＞
　　　①電気分解の原理 　　　・酸化数の定義。
　　　②ファラデ－の法則 　　　・酸化還元反応と量的関係。
　　　③電気分解と量的関係 　　　・金属のイオン化列。

１０ ＊非金属元素の性質 　　　・非金属元素と金属元素の性質。
＊金属元素の性質 　　　・電池の原理。
＊有機化合物の特徴と分類 　　　・電気分解の原理。
　　　①有機化合物の特徴 　　　・ファラデ－の法則と量的関係。
　　　②有機化合物の分類 期末試験　１２月７日（月）～９日（水）
＊脂肪族化合物 ＜範囲・到達目標＞

１１ 　　　①炭化水素 　　　・有機化合物の特徴を理解し、分類できる。
　　　②アルコ－ルとエ－テル 　　　・アルカン、アルケン、アルキンを理解する。
　　　③アルデヒドとケトン 　　　・アルコ－ルとエ－テルの異性体を理解する。
　　　④カルボン酸とエステル 　　　・アルコ－ルの酸化を種類別で理解する。
　　　⑤有機化合物の構造式の決定 　　　・アルデヒドの還元性を理解する。
＊芳香族化合物 ＜学習のポイント＞

１２ 　　　①芳香族化合物 　　　・アルカン､アルケン､アルキン｡
　　　②フェノ－ル類と芳香族カルボン酸 　　　・アルコ－ル、エ－テル｡
　　　③アニリンとその関連化合物 　　　・異性体。
＊センター試験対策演習 　　　・アルコ－ルの酸化｡

　　　・アルデヒドの還元性。

選択必修履修学年

教　科

教科書
副教材

理　　科

　３　年

授業計画

科　目

履修コース 履修条件Ⅰ類理系

到達目標（定期試験範囲）

4

化　　学　　Ⅰ

　教科書　化学Ⅰ(実教出版)、　副教材　アクセスノート化学Ⅰ(実教出版)・セミナ－化学Ⅰ+Ⅱ(第一学習社)

単位数

１
学
期

２
学
期



学期 月

学年末試験　１月２７日（水）～２９（金）
１ ＊センター試験対策演習 ＜範囲・到達目標＞

　　　・有機化合物の構造式を推定できる。
　　　・フェノ－ル類､芳香族カルボン酸､アニリン誘導体がわ
　　　　かる。
　※センター試験受験者得点率６０％目標

２ ＜学習のポイント＞
　　　・構造式の決定。
　　　・フェノ－ル類の性質。
　　　・芳香族カルボン酸。
　　　・芳香族カルボン酸エステル。
　　　・アニリン。

３ 　　　・ナイロン。
　　　・アゾ化合物。

　　・授業に集中し、授業中に覚えるように努力する。

　　・授業の予習復習をする。

　　・化学は一つ一つの積み重ねの学習が大事ですから、理解不十分な箇所を絶対に残してはいけません。

　　・覚えるべき内容は、徹底して記憶することが必要です。

　　・定期試験(中間試験･期末試験)結果

　　・課題（プリント・問題集・レポ－ト等）の提出状況及び達成度

　　・授業態度（ノ－トの記入・豆テスト結果・授業への姿勢等）

　　・授業の出席状況（欠課、遅刻等）

　　・参考書

　　　　チャート式　化学Ⅰ，Ⅱ

　　　　理解しやすい化学Ⅰ･Ⅱ

　　・問題集

　　　　セミナー　化学Ⅰ+Ⅱ（副教材）　

評価の観点および方法

推薦参考書・問題集等

授業計画 到達目標（定期試験範囲）

３
学
期

学習上のアドバイス



学期 月

中間試験　５月２６日（火）～２８日（木）
４ ＜範囲・到達目標＞　教科書ｐ8～35

５
＜学習のポイント＞

６ 期末試験　７月１日（水）～３日（金）
＜範囲・到達目標＞　教科書ｐ44～109

７
＜学習のポイント＞

中間試験　１０月６日（火）～８（木）
８ ＜範囲・到達目標＞　教科書ｐ110～152

９

＜学習のポイント＞

１０

期末試験　１２月７日（月）～９日（水）
＜範囲・到達目標＞　教科書ｐ153～191

１１

１２ ＜学習のポイント＞

１
学
期

２
学
期

第Ⅰ章　力と運動
第1節　物体の運動
①平面の運動
②落下運動
③運動量と力積
④運動量の保存

第2節　円運動と単振動
①円運動
　　　　　　　　　　　　　［中間試験］

②単振動
③万有引力による運動

第Ⅱ章　電気と磁気
第1節　電場と電位
① 電場
② 電位
③ コンデンサー
　　　　　　　　　　　　　［期末試験］
第2節　電流と磁場
①電流 　場の考えを導入し、静電気力を扱う方法を理解する。

　視覚的に捉えることが難しいため、現象をいかにイメージできるかが大切
である。

　電磁気学の基礎となる現象を、定量的に扱えるように公式などの本質を
理解する。

　電気現象と磁気現象とを定性的・定量的に扱えるようにする。
　磁力線を学習し，直線電流，円形電流，ソレノイドを流れる電流などがつ
くる磁場について公式を用いて理解する。
　磁場中で電流が受ける力を公式を用いて学習し，磁場の向き，電流の
向き，電流が受ける力の向きのそれぞれの関係について理解する。
　磁束密度と磁場の関係を学習し，磁束密度を用いた電流が受ける力の
大きさの公式について理解する。
　磁場中における荷電粒子の運動について，公式を用いて理解する。

②磁場
③電流が磁場から受ける力
④ローレンツ力

第3節　電磁誘導と交流
①電磁誘導

　　　　　　　　　　　　　［中間試験］

②交流
③電磁波

第Ⅲ章　物質と原子<選択履修分野>
第1節　原子・分子の運動
①物質の三態
②気体の法則
③気体の分子運動
④気体の状態変化

　　　　　　　　　　　　　［期末試験］
第2節　原子・電子と物質の性質
①原子と電子
②固体の性質と電子
③物質の性質と利用

　教科書　高等学校　物理Ⅱ　改訂版（第一学習社）　　　　副教材　セミナー物理Ⅰ+Ⅱ（第一学習社）

　物体の運動を直線上から平面上に拡張し，ベクトルを用いて変位や速
度，速度の合成・分解，加速度，相対速度を理解する。
　運動量という物理量を学習し，力積との関係について理解する。
　はねかえり係数を学習し，弾性衝突・非弾性衝突・完全非弾性衝突につ
いて理解する。
　向心力のしくみについて学習し，円運動においての運動方程式を理解
する。

　物理Ⅰの作用反作用から発展させて、2物体間の関係を運動量の考え
方から理解する。
　周期的な現象の捉え方を理解する。
　万有引力の法則を学習し，万有引力と重力との関係を理解する。

　単振動と等速円運動の関係を通して，位相という物理量を学習し，単振
動における速度，加速度の公式，運動方程式について理解する。
　水平ばね振り子，鉛直ばね振り子，単振り子について公式を用いて理
解する。
　静電気の基本的な扱い方、性質を理解する。
　直流回路の基本的な扱い方、性質を理解する。

　古典力学を通して、自然現象をどのように捉えられるかを理解する。
　現象の本質を見極める力を身につける。

　交流が発生するしくみを学習し，交流電圧の公式，周期，周波数，角周
波数，位相などについて理解する。
　電場と磁場の関係から，電磁波とヘルツの実験について学習し，電磁波
の性質や種類を理解する。
　物質の三態間の変化について，構成粒子の熱運動を用いて学習し，融
解熱や蒸発熱などの潜熱を理解する。
　巨視的な見方と微視的な見方とを両面から理解する。

単位数選択必修
(物理Ⅰ履修済）

履修条件
特進･選抜･Ⅰ
類　理系

到達目標（定期試験範囲）

４

物　理　Ⅱ

授業計画

科　目

履修学年

教　科

教科書
副教材

理　　科

３　年 履修コース



学期 月

学年末試験　１月２７日（水）～２９（金）
１ センター試験対策授業 ＜範囲・到達目標＞　教科書ｐ192～217

　　　　　　　　　　　　　［学年末試験］
２

＜学習のポイント＞

３

・参考書
　　チャート式　物理Ⅰ，Ⅱ
　　理解しやすい物理Ⅰ･Ⅱ
　　橋元流物理の大原則
・問題集
　　セミナー　物理Ⅰ+Ⅱ（副教材）
　　らくらくマスター物理Ⅰ･Ⅱ

評価の観点および方法

推薦参考書・問題集等

授業計画 到達目標（定期試験範囲）

　センター試験受験者得点率６０％目標
　電場，磁場中の荷電粒子の運動について公式を用いて学習し，比電荷
を測定する考え方を理解する。
　線スペクトルの観察を通して，気体が放つ光が固有の波長をもつことに
ついて学習し，原子内の電子がとびとびの軌道上を運動していることを理
解する。
　定常状態から別の定常状態に移るときの，エネルギーの量的関係につ
いてのプランク定数を用いた式を学習し，電子には波動の性質もあること
を理解する。
　電子には波動の性質もあることを理解する。

　問題演習を積み重ね、現象の手掛かりとなる関係を見つけ出す能力を
身につける。

・定期試験(中間試験･期末試験)結果
・課題等の提出状況及び達成度
・欠課、遅刻等の出席状況
・授業態度

３
学
期

学習上のアドバイス

　物理学の基本となる原理･法則を確実に理解するには、教科書の例題や問いを基本として、章末の複合問題
や問題集にも積極的に取り組み、必要に応じて解答をまねながら、自ら考え問題解答を繰り返すことである。これ
により物理現象を科学的に捉えることができ、課題･問題解決への指針が見出せるようになり、確実に実力が身に
付く。




